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集団の生態学とその体育・スポーツ学習場面への応用

杉山佳生(鹿屋体育大学)

Group Ecology and Its App1ication to Physical Education Classes 
and Sport Learning Situations 

Y oshio Sugiyama 1) 

ABSTRACT 

The research on spacing behavior in groups has been called as 'group ecology.' In this paper， the 

possibility of the group ecological research in physical education classes and sport learning situations 

is considered. 

The research on physical location in groups is divided into three categories: 1) that in small 

discussion groups， 2) that in classrooms， and 3) that in team sports. In the research on the effect of 

seating location in small discussion groups or classrooms， the relations of location and participation， 

grades， leadership， personality and perception have been discussed. In the discipline of sport sciences， 

the relation of playing positions to the managerial recruitment or leadership has mainly been inves-

tigated. 

However， very few research on the relations of location and psychological variables have been 

conducted in physical education classes and sport learning situations. In order to make these kinds 

of research， it is necessary to develop methods or variables appropriate to such situations. In the 

future， it is expected to make many group ecological studies in various situations of physical 

education and sport. 

1 .はじめに

人間の空間行動 (spacingbehavior)や個人空

間(personalspace)の意味が心理学的に研究され

るようになって久しいが3】、その中で、数名からな

る集団がある限られた場所で示す空間行動に関す

る研究は「小集団の生態学Jの研究と呼ばれてき

た倒。多くの魚がある一つの川の中の様々な場所

になわぼりを作って棲み分けているように、人間

も、集団活動をするときに、限られた空間の中の

様々な場所を占めているということから、このよ

うな命名がなされているようである。この種の研

究は、体育の授業やスポーツ学習場面においても

可能であり有意義であると考えられるが、今のと

ころ、体育・スポーツ心理学の分野におけるこの

ような立場からの研究は、ある特定のテーマによ

1) National Institute 01 Fitness and 争o地 inKanoya， 1 Shiromizu-cho， Kanoya-shえKagoshima

891-23 JAPAN 
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るものを除いて、非常に少ない。そこで、本稿で

は、集団の生態学的研究についてこれまでに行わ

れてきた研究のレビューを行い、それらの体育・

スポーツ場面への応、用の可能性を考察することと

した。

集団活動において各個人が占める場所を問題と

している研究は、大きく、以下の 3種類に分類す

ることができるo

1 )小集団における座席の位置の効果に関する

研究

2 )教室で座る席を変数とした研究

3)集団スポーツ競技でのポジションに関する

研究

1 )と 2)については、社会心理学や環境心理

学の分野で非言語的行動の研究をしている人にと

っては馴染み深い研究ではあるが、体育・スポー

ツ場面における集団の生態学的研究を行う際の基

礎になるものであるので、ここで振り返ることに

する。また、 3)は、スポーツ科学の分野で実際

に行われている、場所効果に関連した研究である。

以下、これらの研究を順にレビューしていく o

2 .小集団における座席の位置の

効果に関する研究

様々な場所が人間の行動に及ぽす影響に関する

研究は、主として、 2人から10人程度の小集団を

対象として、テーブルの周りに置かれた椅子への

着席場面を利用して行われてきた。この種の研究

では、座席の位置と討論への参加の程度やリーダ

ーシップなどとの関係が検討されている。

会議などで座る場所が討論の参加の頻度と関係

していることを最初に示したのは、 Steinzor52
)で

あると言われている50)0 Steinzorは、 10人を円形

のテーブルの周りに座らせて討論をさせ、参加者

たちの発言順序と発言頻度を調べた。その結果、

ある発言者の次に発言する人は、その前の発言者

から座席の数でより離れている所に座っている人、

すなわちより向かい合っている人になることが多

いことを発見した。これは「スティンザー効果」

と呼ばれているものの一つであるが22)州、物理的

な位置と人間の行動との関連を示す一例である。

Ward附は、この現象をより詳細に検討し、より多

くの人と向かい合う席を与えられた人ほど多くの

発言をする傾向が見られることを、実験的に証明

した。

このようなスティンザー効果は、課題の内容16)

や、リーダーの存在17)の影響を受げることもある

が、日常場面でも観察されており州、その存在は否

定できないようである。

ところで、ここで示した場所と参加との関係は、

主に「ピジピリティ (visibility)Jという概念を用

いて説明されている4%ピジピリティという概念

には、周囲の見えやすさと周囲からの見られやす

さという 2種類の要素が含まれていると考えるの

が適切であると思われるがの、周囲の様子がよく

見えたり、周囲から見られたりするといったこと

は体育・スポーツ場面の特徴でもあることから、

体育・スポーツ場面での場所に関する生態学的研

究を有意義に行うためにも、小集団におけるピジ

ピリティと行動との関係に対する理解を十分に深

めておく必要があると思われる。

さて、小集団において各個人が占める場所に関

する問題は、リーダーシップとの関係でも多くの

研究者の関心を引いている。 Strodtbeck and 

Hook55
)は、 12人で行われた実験的な陪審状況の

観察を行い、陪審長がテープルのエンド(長方形

のテーブルの短い方の辺)から選ばれやすいこと

を発見した。この実験では参加者が自由に席を選

択できたので、この研究の結果は、リーダーとし

て行動する意志のある人がテーブルのエンドを選

択する傾向を持っていることを示唆しているo

Sommer47)は、事前にリーダーを人為的に設定す

ることで、この潜在的リーダーが持つ場所選択傾

向を証明した。彼は、 3人から 6人の実験集団を

作り、 1人をリーダーに指名して、長方形のテー

プルに着席を求めた。結果、リーダーに指名され

た人はテーブルのエンドの席を選択する傾向を示

した。

これらの研究は、潜在的にリーダーの資質を持
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っている人、あるいはリーダーの役割を与えられ

た人がある特定の場所を選ぶ傾向を持っているこ

とを示したものであるが、場所そのものがリーダ

ーの発生に影響することを示した研究もある。

Howells and Becker20)は、被験者を、長方形のテ

ープルに 2人と 3人が向かい合うように配置し、

討論を行わせた。その後、自分以外の 4人に対し

てリーダーシップの程度を評定させたところ、 2

人の側からより多くのリーダーが選ばれた。この

ように、より多くの人と対面する位置に座ってい

る人ほど、リーダーとして認知されやすいようで

ある。 Ward60)もまた、 5人からなる実験集団を用

いた研究より同様の結果を得ている。いずれの研

究においても集団の成員がランダムに配置されて

いることから、他の人たちをどの程度見ることが

できるか、あるいは他の人たちからどの程度見ら

れるかといったその場所特有の視覚的環境が、リ

ーダーシップの認知に影響していると言うことが

できるであろう。

一方、 Pellegrini42)とDavenportet al. 12)は、被

験者に、 5人がテーブルに着席している写真を示

し、写真に写っている 5人の各々に対してリーダ

ーシップの程度を推測させた。その結果、写真の

真ん中に写っている人がリーダーとして最も高い

評価を受けていることが明らかになった。このよ

うに、リーダーは特定の場所にいるという共通認

識も存在してるようであるo

集団の中で各個人の占める場所がもたらす影響

に関して、以上のような研究が小集団を利用して

行われてきた。これらの研究で発見された現象は、

主にピジピリティという概念によって説明されよ

うとしているわけであるが州側、すべての結果を統

一的に説明しうる理論は、未だ不十分な段階にあ

るo しかし、これらの研究から得られた知見は、

より効率的で生産的な会議を行うために活用でき

ると指摘されている2九ピジピリティという場所

に付随する特性が人間の行動や認知と関係してい

るという事実は、体育の授業やスポーツ学習場面

での心理的な問題を扱う際にも、十分に考慮され

るべきであると考えられる。例えば、整列状態で

の活動において、列の先頭に立つ人と最後尾に立

つ人、あるいは端の方にいる人と真ん中にいる人

とでは、周囲の見えやすさも異なれば、教師・指

導者からの見られやすさも異なっている。このよ

うなピジピリティの違いが活動中の心理状態や学

習効果、教師・指導者に対する認知などに影響す

ることが考えられるのであるが、このような問題

は、研究テーマとしてほとんど扱われていないの

が実情である。

3 .教室で座る席を変数とした研究

物理的位置と行動との関係に対する教育学者や

教育心理学者の関心から、学校の授業での座席の

位置に焦点をあてた研究も数多く行われている。

これらの研究は「教室の生態学Jの研究と呼ばれ

ており問、そこでは、教室で学生が座っている席の

位置と授業への参加や成績、教師や他の学生に対

する認知などとの関係、あるいは好みの席や実際

に座った席とパーソナリティとの関係などが扱わ

れているo

Adamsら1同は、小中学生を対象とした授業で

のコミュニケーションの研究より、教室の前方の

列及び中心線上で、生徒たちの発言数が多くなっ

ていることを明らかにした。彼らはこの発言数が

多い区域を「アクション・ゾーンjと名づけたが、

これはその後の教室研究に重要な視点を提供する

こととなった。同様の結果が、大学生を対象にし

て調査を行った Sommer仰によっても得られて

いるが、彼は、この現象を「直接的アイコンタク

トJの量との関係によって説明しようとした。す

なわち、「前方の列や中心線上の席の学生は、教師

とより多くのアイコンタクトを行うことができる

ために、発言数が多くなった」という説明である。

Kinarthy24)もまた、教室の前から何列目に座らさ

れたかによって、教師との相互作用が有意に異な

ってくることを示している。

このような教室での席の位置と授業への参加と

の関係は、講義授業以外の状況でも検討されてい

るo Caproni et a1.8
)は、 13人からなるセミナーグ
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ループでの授業参加の程度を調べ、教師とアイコ

ンタクトをしやすい場所に座っている人ほど発言

回数が多いことを示した。一方、 Beckeret al. 5) 

は、実験室タイプの教室で行われた授業を調べ、

教師と学生との相互作用はすべての場所で同等で

あったと報告している。これは、教師が実験室を

万遍なく巡回していたために、教師とのアイコン

タクト、あるいは相互作用それ自体の機会がすべ

ての学生で同等になったからだと考えられるわ貯

であるが、この調査の行われた状況が、教師の動

きに関して体育の授業と類似しているという点で、

注目すべき調査であると思われる。しかし、この

ような教師や学生たちの動きの自由度が高い状況

で行われた研究は数少なく、多くは、「伝統的な直

線配列Jの教室で行われる講義授業を対象にして

座席の位置の問題を取り扱っているようである39)。

さて、参加頻度と共に席の位置と関連づけて論

じられている変数に成績がある。自由に座席が選

べる状況での座席の位置と成績との関係は数多く

報告されているが19)26)27)側、 Stires53)は、自由席状

況でも席がランダムに指定された状況でも、前中

央に近い席に座っている学生ほどその授業での成

績がよいことを示した。また、 Kel1ey23)は、講義の

みが行われたクラスと講義と実験を併用したクラ

スとを比較し、講義のみが行われたクラスにだげ

席の位置と成縦とに有意な関係があることを見い

出した。一方、 Buckalewet al. 6】は、成績と授業

時に座っていた席の位置には関係は見られないと

いう結論を導いており、成績に関しては場所の効

果について一貫しない結果が得られているo

このような参加や成績と場所との関係は、

Levine et al. 32)ゃStire53知的によって自己選択説と

環境説の比較を通じて議論されているが、

Montello拘は、それらを総括して、「参加に関して

は、いくらかの矛盾する結果は得られているが、

場所そのものの影響は無視しえないものであろう。

成績に関しては、場所そのものの影響力は取るに

足らないものであると言える」という結論に達し

ている。成績には様々な要因が関係しているよう

であり、教室での座席の位置の効果はそのわずか

を占めているに過ぎないと考えるべきであるよう

である。

教室での座席の好みや実際に選択された座席と

個人のパーソナリティとの関係もまた多くの研究

者の関心を引いている。Walberg59)は、高校生に対

し、教室での席の場所の好みに関する質問を含む

300の質問をし、教室の前の方の席を好む生徒、及

び席はどこでもよいと回答した生徒は、一般的に

学習に対しポジティプな態度を持っており、逆に、

教室の後方や窓際の席を好む生徒は、学習に対し

ネガティプな態度を持っていることを示した。ま

た、 Dykmanand Reisl3)も、高校生を対象に調査

を行い、教室の周辺部を選んで座った生徒は、中

心部に近い席を選んだ生徒に比べて低い自己概念

を持っていることを明らかにしている。

個人のパーソナリティと実際の授業での席の選

択との関係は、大学生についても調査されている。

Totusek and Staton-Spicer聞は、 Adamsら1問が

言うところの「アクション・ゾーンJを選んだ学

生はそれ以外の場所を選んだ学生とは異なるパー

ソナリティを持っているであろうと考え、大学生

に16PFを実施した。結果は、創造性、主張、反抗

性、競争性といったパーソナリティ因子で有意な

違いが認められ、実際に選択した場所とパーソナ

リティとの関係に関する仮説は支持された。また、

Mercincavage and Brooks37)は席の選択と達成

動機との関係を、 Hillmannet al.聞は席の位置と

自己概念との関係を、それぞれ報告している。一

方、Sommer51)は、知っている友人の名前の数を検

討し、教室の後方を自発的に選んでいる学生は授

業への参加を避けているのではなく、むしろ仲間

との社会的なつきあいを求めているのではないか

という考察を行っている。

ノ守一ソナリティと同様に、授業に対する認知も

席の位置と関連しているようである。Millardand 

Stimpson38)は、教室での席の位置と授業での満足

感との関係を調べた。この研究は、学生が自由に

席を選べる自由席クラスと学生をランダムに座ら

せる指定席クラスの両方で行われたのであるが、

いずれのクラスにおいても、位置効果が確認され
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た。この結果より、彼らは、授業での学生の満足

感は指導者との距離と密接に関連していると結論

づけている。 Pedersen40)もまた、授業の楽しさと

学生たちが選んで座った席との関係を調べ、同様

の結果を得ている。

さらに、様々な座席を選択した学生に対する他

の学生の認知や教師の認知と席の位置との関係も

検討されており 11)41にある特定の場所を選択した

学生に対する認知が、多くの人に共通したもので

あることが明らかにされている。

以上が教室での座席の位置を変数とした研究の

概要であるが、これらの研究のほとんどが教室で

の講義授業場面を対象としているために、体育の

授業やスポーツ教室場面においても同様の結果が

得られるとは限らない。実際には、体育やスポー

ツ場面の特徴を踏まえた方法で調査を実施する必

要があるだろう o 例えば、講義場面と体育場面の

違いの一つに、講義場面では、基本的に、教師と

学生・生徒が正対する位置関係にあるが、体育場

面では、その動きの自由度の高さから、教師と学

生・生徒の距離が絶えず変動しているという点が

挙げられ、このような実態を考慮した調査方法を

適用する必要があるかもしれない。しかし、体育

やスポーツ学習場面での場所を変数とした研究が

少ない現在では、上述したような教室での研究成

果を参考にしながら体育・スポーツ場面での調査

を計画する方がよいと思われる。

4 .集団スポーツ競技での

ポジションに関する研究

集団内で各個人が占める物理的位置がその人の

行動や認知と関係しているという考えは、スポー

ツに関心を持っていた心理学者や社会学者にも影

響を与えた。そこでは、集団スポーツでのプレー・

ポジションを変数とした研究が行われてきた。

Gruskyl5)は、様々なポジションでの経験は異な

った役割技術を発展させ、それは将来の地位に影

響するのではないかと考え、アメリカのプロ野球

で監督を務めたことのある人の現役時代のポジシ

ョンを分析した。 Gruskyが立てた仮説は、「相互

作用の多いポジション(捕手、内野手)を守って

いた選手は、相互作用の少ないポジション(投手、

外野手)を守っていた選手よりも監督になりやす

いJであった。過去の記録の分析の結果、この仮

説は全面的に支持され、ポジションと将来の地位

とに密接な関係があることが明らかになった。

この Gruskyの研究に続き、いくつかの研究で

野球やソフトポールでのポジションと地位との関

係が調べられ14)31)問、すべてにおいて Gruskyl5)と

同様の結果が得られているo このようなポジショ

ンと地位との関係の検証は、野球・ソフトポール

だけではなく、サッカー29)やパスケットポール、ア

メリカンフットポール、アイスホッケーなど刊で

も行われており、ほとんどの研究で、より中心性

が高いと認識されているポジションにいた選手ほ

どキャプテンや監督に選ばれやすいことが示され

ている。しかしながら、近年、ポジションの重要

性に対する認識の文化差が指摘されており問、比

較文化的研究の必要性が示唆されている。

ところで、これらの研究ではポジションの中心

性の客観的評価が重要な問題となっているのであ

るが、 Chelladuraiand Carron9)は、様々なスポー

ツ種目でのポジションの重要度、中心性を客観的

に評価しうる指標として、ポジションの特徴を表

す2次元モデルを提案した。このモデルでは、ポ

ジションを「近接性次元」と「課題次元jの2次

元によって表そうとしている。近接性の次元とは、

どれだけ他の選手を見ることができ、情報を得る

ことができるかという「観察しやすさJと、どの

くらい他の選手から見られやすいかという「見ら

れやすさJを合成したものである。課題の次元と

は、課題の実行中にどの程度他の選手と相互作用

をするかに関する次元である。 Chelladurai and 

Carronは、この 2次元モデルに基づいてポジショ

ンとリーダーシップに関する過去の研究を再検討

し、モデルの妥当性を主張した。すなわち、近接

性次元及ぴ課題次元で高いランクに位置するポジ

ションの選手は、監督やコーチになりやすく、ま

たチームのキャプテンに選ばれやすい傾向にある
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ことを示したのである。

この 2次元モデルの特徴は、ポジションの重要

性を議論するために「視界のよしあしjという概

念を導入したことであろう o このアイデアは、小

集団での席の位置がリーダーシップに影響してい

るという先行研究47)聞から発展させられたと言え

る。すなわち、「ポジションという物理的位置が異

なれば、周囲の見えやすさや周囲からの見られや

すさが異なり、その違いがリーダーシップの機会

に影響するjという図式を基にして、 2次元モデ

ルが構成されたのである。このようなポジション

の捉え方は、体育の授業やスポーツ学習場面での

「場所」の影響を考察する際に非常に有効な視点を

提供すると思われる。例えば、体育・スポーツ学

習場面における学習者の活動中の心理状態を、活

動場所やポジションが持つ周囲の見えやすさや周

囲からの見られやすきを主要変数として説明する

ことが可能になるかもしれない。

スポーツでのポジションを変数とした研究は、

この他に、スタッキングと呼ばれている人種差

別30)、パーソナリティとの関係問問、注意の仕方と

の関係36)仰などに関するものが行われている。し

かし、これらの研究では、ポジションと各ポジシ

ョンで必要とされる役割との関連を明らかにする

ことに関心が向けられているようであり、ピジピ

リティというポジションの物理的な特徴には、ほ

とんど触れられていない。

以上、概観してきたように、各個人が集団の中

で占める場所を変数とした研究は、一般心理学の

分野では、主として小集団による討論場面と教室

での授業場面で行われてきた。そこで設定された

変数は、参加(発言)、成績、リーダーシップ、パ

ーソナリティの認知などである。体育・スポーツ

の分野での場所を変数とした研究は、集団スポー

ツでのプレー・ポジションに関するものがあり、

リーダーシップとの関係の検証が中心となってい

る。これらは、小集団での座席の位置の研究の影

響を受けており、スポーツ場面への一つの応用例

であると考えることができょう o

5 .集団の生態学的研究の体育・

スポーツ学習場面への応用

これまで見てきたように、各個人が占める物理

的位置の効果についての研究は、討論場面や講義

授業場面において数多く行われているのだが、体

育やスポーツ学習場面において参加者が占める場

所を扱った研究は、ほとんどないと言ってよい。

スポーツ科学の分野で行われてきた場所に関する

研究も、プレー・ポジションを対象としたもので、

各個人が練習中に実際に位置する場所を変数とし

ているわげではない。しかし、体育の授業やスポ

ーツ学習状況では、参加者の動きの自由度が大き

く、また、他の人の様子が見えたり、他の人から

見られたりしやすいことから、参加者の心理・行

動が練習中に位置した場所と関係していることは

十分に考えられることである。そこで、筆者らは、

体育・スポーツ学習場面での場所の心理学的意味

を問う研究をいくつか試みているわけである

が56)57にこのような応用を行う際に考慮しな砂れ

ばならない問題について触れることにしよう。

まず、先行研究との関連で考えなければいけな

いのは、体育・スポーツ場面で研究を行う際に設

定する変数の問題である。例えば、小集団や教室

での研究で最も多く扱われている変数は、参加で

ある。この場合、参加は、コミュニケーション量

によって測定されることが多い。このようなコミ

ュニケーション量は、討論や授業においては重要

な要因であるが、体育の授業では、その目的にと

ってそれほど重要であるとは思われない。このよ

うに、体育・スポーツ場面で場所を変数とした研

究を行う際には、関連先行研究で用いられた変数

をそのまま利用するのではなく、この状況に見合

った変数を設定する必要があると思われる。すな

わち、場所が学習にどのように影響しているのか

を推測した上で、体育・スポーツ場面独特の変数

を選択する必要があるだろう。例えば、練習中の

不安状態と練習場所との関係などが検討の対象と

なるだろう。小集団生態学や教室の生態学の研究

において、活動中の心理状態が変数として取り上
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げられていることがほとんどないことを考えると、

練習中の不安感の測定は、体育・スポーツ場面特

有の視点、ということになるかもしれない。

同様に、教師・指導者の問題も、教室場面での

研究とは異なった捉え方をする必要があると思わ

れる。前にも触れたことであるが、教室で行われ

る講義場面では、通常、教室の前に教師がおり、

教師と学生が向かい合っているのだが、体育場面

では、参加者は、一人ひとり、あるいは小グルー

プで活動をすることが多く、教師の位置も、頻繁

に変化している。このことから、教師・指導者の

取り扱い方についても、体育・スポーツ状況独特

のやり方を開発することが望まれる。例えば、教

師・指導者と参加者との物理的距離をタイム・サ

ンプリングなどの方法を利用して測定し、その平

均距離と参加者の心理状態との関係を検討すると

いうのも一つの方法であろう o また、教師・指導

者の移動パターンを調べ、その傾向を変数に組み

入れることも有効ではないかと考えられる。

このように、小集団や教室で行われた場所を変

数とする研究と体育の授業やスポーツ学習場面で

の場所を変数とする研究とは、その背景にある要

因やメカニズムは同一であっても、その研究方法

は、異なったものとならざるを得ない。そして、

体育・スポーツ状況におけるこのような研究が非

常に少ない現在、様々な状況で、かつ様々な変数

に対して、探索的に研究を積み重ねていくことが

必要であると思われる。ここでは、今後の展望と

して、想定される具体的な研究テーマをいくつか

列挙しておこう o

1 )練習場所と練習中の心理状態

集団の端の方で練習をしている人の心理状態は、

集団の中心部で練習している人の心理状態と異な

っているのだろうか。おそらく個人のパーソナリ

ティが媒介変数となっているだろうが、このよう

な研究を通じて、場所が持つ心理的影響力が明ら

かになると考えられる。また、練習場所を指定す

ることに対する教育学的な意味付けの理論的根拠

が得られることも期待される。

2 )指導者・参加者の位置関係と学習効果

集団でスポーツ学習を行う場合、例えば、整列

状態で前方に位置する一人の指導者の指導を受け

る場合、ある人は指導者の近くで教示を聞き模範

演技を見ることができるが、ある人はそれができ

ないことになる。このような違いが学習効果にど

のように影響しているのかが検討される必要があ

るだろう。

3 )活動場所とリーダーシップ技術の発達

場所によってピジピリティが違うということは、

利用場所によって視覚的な経験も異なってくると

いうことである。その経験は、周囲の情報を的確

に把握するというリーダーシップ技術の発達に影

響するかもしれない。言い換えれば、ある特定の

リーダーシップ技術を身に付けさせるためには、

特定の場所での活動経験が有効なのではないかと

いうことである。このような関係の可能性が検討

されることが望まれる。

4 )集団の中での活動!頓と学習効果

スキーの練習のように、一人ひとりが次々と活

動を行うような場面では、順番によって、他の人

の様子を見る機会に違いが生じる。このような違

いは、学習にどのような影響を及ぼしているのだ

ろうか。このような活動順と学習との関係もまた、

場所の生態学的研究のテーマと見なしうるだろう o

以上のような様々な研究を具体的に実施するこ

とにより、体育の授業やスポーツ学習場面におい

て「場所Jが持つ心理学的意味がより明らかにな

っていくものと思われる。

6 .まとめ

体育・スポーツ場面における場所を変数とした

研究は、プレー・ポジションとリーダーシップと

の関係を扱ったものを除いては、まだ始められた

ばかりである。従って、他の状況で行われた研究

を参考にしながら、様々な体育・スポーツ場面で
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の調査が行われることが、この分野の当面の目標

であると言える。すなわち、体育・スポーツに特

有の状況を考慮した探索的研究を実施して、場所

に関連する様々な情報を収集する必要があると思

われる。このような研究を積み重ねることによっ

て、体育・スポーツ場面において場所が持ってい

る心理学的意味や場所が参加者の行動に与える影

響などが明らかになり、教師・指導者に有意義な

示唆を与えることができるようになるであろう。

今後の発展が期待されるところである。
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Abstract 

11 

The changes by physical activity in bone mineral density (BMD) of rats during pregnancy， 

lactation， and recovery were studied. The BMD of the rat tibiae was quantitatively measured by the 

computed X-ray densitometry (CXD) method. The BMD at the day of de1ivery and weaning was 

decreased by 14 and about 50% respectively， compared to that of the beginning time~ However， these 

decreases of the BMD were great1y suppressed with the exercise. From the scanning electron 

microscopic analyses， it was revealed that the aberration of surface architecture of a trabecular bone 

of tibia consisted with the decreases in the BMD. These results suggest that the inevitable bone loss 

of women during pregnancy and postpartum would be improved with an appropriate exercise. 

緒 言

骨代謝に見られる変化は、骨形成に関与する生

体の様々な生理現象が関与しているが、ヒトの骨

量を決定するのは内的要因(遺伝・内分泌)と環

境要因(栄養・運動・その他のライフスタイル)

の組み合わせであることが報告されている制}。人

為的にコントロールできる環境要因のうち、運動

の効果に関して勝因ら"は、ラットの走運動にお

いて、運動の強度、時間、頻度が骨量に強い影響

を与えていることを指摘している。または運動に

よる骨量変化は、骨への直接的力学的負荷や種々
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Fukuoka Pnψcture 

3) Dゅartment01 Dental Materials， Fukuoka Den抱1College， 2-15-1， Tamura， saωara-ku， Fukuo初，
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の代謝内分泌的変化に起因することが報告されて

いる5)問。このように運動負荷の場合、運動による

健康維持と骨量調節とが考慮されなくてはならず、

虚血性心疾患や高血圧、糖尿病ならびに骨組懸症

等の予防策と治療法として薬物療法とともに運動

療法が実施されている問。

女性のライフサイクルから骨量の変化を見ると

加齢に伴う老化現象に見られる女性ホルモンの減

少による骨量減少(閉経後骨組懸症と老化性骨粗

怒症)則的の他に、妊娠期や分娩、産祷期にも一時

的に骨量の減少が見られる1九女性のこの期間の

骨量変化がその後の骨量(特に最大骨量)に影響

を与えることが考えられるので、産後の骨量減少

を抑制する対策は重要な問題である。その改善の

ーっとして妊娠ー産後の運動があげられる。しか

し、妊娠ー産後の骨量減少に関しては、増加、不

変、減少するという報告が混在しており一致した

見解は得られていない叩九その為、妊娠、分娩、

産祷期の経過を通しての骨密度変化についての報

告は未だ明確でないところがある 17)。

そこで我々は、妊娠、分娩、産祷、産後におけ

る骨密度の変化を明らかにするために、ラットを

用いて、非妊娠群と妊娠群に、非運動と運動実施

について検討し、運動実施による骨密度の顕著な

減少抑制を見たので報告するo

1---1 | 

<>Pr喝DCIC1"。 b 岡山時 <> R&CIO明暗

Wca凶司E

<> 30 lIIUI/da1 0:0 <> 60mIaIday 母

Fig. 1. Pregnancy and its following events of rats used in 
this experiments. Rats received every two days 20 
min/ day running exercise in first one week and 30 
min/day running exercise in following 2 weeks wi出
one week interval， and 60 min/day running exercise 
following 3 weeks， respectively. 

実験方法

1 .実験動物及び飼育

19週齢、 1経産の SDラットの雌35匹と、同じく

19週齢、 1経産ラットの交配日を指定した妊娠ラ

ット(プラグ確認)30匹を SeacYoshitomi (福岡)

より購入した。妊娠ラットは 1ケージに 1匹づっ

非妊娠(対照)ラットは 1ケージに 3........4匹づっ

12・12の昼夜サイクルの照明と一定の温度 (23:f:

0.50C) と湿度 (40........50%)下で飼育した。

飼料(粉末)は低カルシウム食 (Ca含量、 6mg/

100g :日本クレア社、東京)に最終Ca濃度が500

mg/100gとなるよう CaC12・2H20を加えたもの

を用いた。尚、飼料と飲み水(蒸留水)は自由に

摂取させ、その消費量と体重増加は実験期間中適

時に記録した。

5匹の非妊娠ラットを実験開始時に、残り30匹

を非運動群と運動群の 2群に分砂、それぞれ3週

後に 5匹、 6週後に 5匹、 9週後に 5匹、クロロ

ホルム蒸気中で屠殺し、右脚を採取した。

妊娠群ラットも同じく非運動群と運動群の 2群

に分付て、 30匹をそれぞれ出産時(交配後約3週

後)に 5匹、離乳時(約6週後)に 5匹、産後の

回復時(約9週後)に 5匹、同様の方法で屠殺し、

右脚を採取した。

ineral content Bone mineral density = _~..v 0 

Fig. 2. Densitometric pattern on microdensitometry of 
computed X -ray densitometry and tibia mea. 
surement. The radiograph of the longitudinal 
section of tibia was taken along with an alumi. 
num step-wedge using an X -ray apparatus. 
The densitometric pattern of the proximal 
tibia on an X -ray picture was read by a per. 
sonal computer. As an index of bone mineral 
density (BMD) ， l:GS/D (mmAI) was used. 
The circ1e on the bone repre記 ntsthe area used 
for BMD measurement. 
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2 .ラットの運動

ロータロッド(円形 1周 1m、岡崎産業)を用

いて自発運動により実施した。運動時間は 1日20

分から開始し(妊娠を考慮して)、徐々に30分から

60分の段階的走行にし、隔日の実施を行った。出

産後は、飼育ケージ内で3週間後の離乳まで仔ラ

ットに授乳し、離乳後は、仔ラットを別ケージに

移動した。それとともに産後の運動を開始した。

運動のスケジュールについては Fig.1に示した。

3 .骨密度測定

肉片を取り除いた右脚腔骨を砥石(者600)を用

いて流水下で研磨して縦断面標本を作製した。こ

の標本を骨密度測定と電子顕微鏡観察に用いた。

骨密度は computed X -ray densitometry 

(CXD)法(ポナライザー:帝人、東京)で定量し

た。腔骨縦断面の X線写真をソフテックス (CMB

型、東京)を用いて、 4mA、40側、 120秒、 35kV

の条件でアルミニウム基準と共に撮影した九こ

のX線写真フィルムから骨密度をパーソナルコ

ンビューター (PC-9801; NEC、東京)でラット

用ソフトウエアプログラム (Ver2 .10A-M :帝

人、東京)を用いて読み取った。摘出腔骨X線フ

ィルムにおける軟組織補正、ノイズ補正、浪淡補

正等はマイクロプロセッサーにより自動的に行っ

た。骨密度と骨塩量の指標としては、ヱGS/D

(mmAI)と ~GS(mmAI)をそれぞれ用いた。玄GS

はアルミニウム基準に換算した総骨塩量であり、

Dは測定した腔骨の直径である4)剛九また、皮質

骨幅の指標として MCI=(d1 +d2)/Dを用いた。

d1とd2は皮質骨両側の幅を表す (Fig.2)。腔骨近

位部の骨端と骨中間部の一部を骨密度測定の為の

部位として選んだ (Fig.2に示すように腔骨の上

の円で囲った部分)。測定部位の決定には一点を骨

端と骨端軟骨部の境に定め他の一点は座骨全長の

近心骨端から1/6に定めた。この領域の中点の骨の

厚みは2.43:t0. 08mmであった。

4. CXD法の正砲度

測定の再現性は 9-20週齢の雌10匹の SDラッ

トから摘出した腔骨縦断面を用いて検討した。鹿

骨近位部の骨塩量は一回の測定に当たり骨サンプ

ルの位置を変えて 5回測定した。骨密度

(BMD)、骨塩量 (BMC)、皮質骨幅 (MCI)の変

動係数 (%CV)を計算した。

5. a!骨近位部の電子顕微鏡観察

腔骨研磨標本にカーボンを蒸着し、走査型電子

顕微鏡(SEM)(ERA -8000FE、エリオニックス東

京)を用いて、 20kV、20mAの条件下で観察を行

った九また、各々のラットの腔骨のランダムに選

んだ 3箇所の海綿骨について、 SEM像観察を行

った。

6 .統計

本実験のデータは 3-5回の実験から得られた

ものであり、ANOVAとScheffe'sTestを用いて

行った。

結果と考察

1 .ラットの運動と出産

連動の初期はロータロッドの中にラットを入れ

ると静止の状態が見られたが、 1週間程で走行を

自発的に行うようになった。非妊娠ラットでは走

行距離は20、30、60分の走行運動で、走行距離は

それぞれこの時期で34.4、32.3、27.4mであった

(Table 1) 0 1分当たりの走行距離では1.72、

Table 1. The running distance and speed of exercised 
rats 

R[uSm戸igsddi{ammImoe泊(}m1) 

Rats 2・3W 4-6W 6・9W

凶ed 却 mID 30miD 伺miD

34.4土5.3 32.3土3.5 幻.4主5.1
NOD-prcfllWlCY 

[1.72) [1.回1 [0.46) 

15.s主3.4 23.0:1:3.3 24.3主5.1
Pregn&DC)' [0.78-) (0.77・1 [0.41) 

宅ki伊tw盗m制nn伺IdーiePEmEp悶ane@y〈m0d.回戸}句，W回hc以E司y∞10m拠隠dωIhc叫ucsof叩剖
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1.08、0.46m/minであった。一方、妊娠ラットで

は走行距離は20、30、60分の走行運動でそれぞれ

15.5、23.0、24.3mであった(Table1)。同様にス

ピードを算出すると、それぞれ0.78、0.77、0.41

m/minとなり、妊娠ラットでは妊娠一産祷期間中

に走行スピードが非妊娠ラットの45-71%まで減

少していた。しかし、離乳すると非妊娠ラットと

同じ走行スピードに回復することが明らかであっ

た。

出産は、 1匹親ラットにつき、平均15匹の仔ラ

ットを生み、出産後は順調に授乳を行い、母体の

回復に向かった。

2 .食餌と水の消費量と体重変化

非妊娠ラットは、非運動群と運動群の間で実験

期間中、食餌の消費量に差はなく、 15-24g /day/ 

ラットであった。妊娠群ラットでは非運動・運動

群で出産(3週間後から消費量が増え、仔ラッ

トの授乳の影響から摂食量も加わり離乳時 (6週

目)でその増加はピークに達し (55-64g /day/ラ

ット)、その後減少して 9週目には実験開始時のレ

ベル (21-23g /day/ラット)に戻った。

非妊娠ラットの水の消費量は、非運動・運動群

で実験期間中で差が見られず20-25m1/day/ラッ

トであった。妊娠群ラットでは非運動群、運動群

ともに離乳時(6週目)にピークが見られ (90-120

叫/day/ラット)、 9週目には実験開始時のレベル

(およそ25凶/day/ラット)に戻った。

体重の変化は妊娠群では胎児の成育に伴い、当

然のことながら出産直前(ほぽ3週目)でピーク

に達し (380-420g)出産1週間後からすみやかに減

少し、離乳時を境に徐々に増加し始め、実験開始

後9週目で非妊娠ラット群の値よりやや大きい値

を示していた (330-340g)。非妊娠ラットでは非

運動群・運動群ともに開始時で255-260g、9週目

には300-320gとなった。

妊娠と授乳期間はそれぞれ3週間としたo 回復

期については、産後6週目とし妊娠ラットの体重

が離乳時 (6週目)を境に再びゆるやかな上昇傾

向にあったが、 9週目で体重は妊娠群で106-114%

であり、非妊娠群の120%と比べてやや下回ると言

うものの、 9週目でかなり回復していると言える。

即ち、体重の回復度から考えて 9週目はほぽ回復

期と見なしてよいであろうo

3. CXD法の再現性

摘出腔骨の縦断面標本からの骨密度 (BMD)と

骨塩量(BMC)と皮質骨幅(MCI)の変動係数(CV)

はそれぞれ、1.98、3.74、2.78%であった。この

ことにより測定間の再現性に問題なしと考えられ

る。

CXD法によるヒト中指骨の骨密度測定は確立

されている 10)11)。瀬尾ら 16)はCXD法によるヒト接

骨 BMDとduaIenergy X -ray absorptiometry 

(DXA)法による接骨 BMD聞の相関について統

計的に有意であることを報告している (r2=

0.733、pく0.01)0CXD法によるラット骨の骨密

度測定については報告が少ないが、本実験と同じ

くラット用のソフトウエアプログラム (10A-M)

を用いた尿毒症ラットの BMDを測定した報告が

ありへこの場合では、摘出した大腿骨でCVは2

%以下、 CXD法と DXA法の回帰係数は0.743で

ある九本実験の腔骨近位部の BMDはおよそ 2

%であり(結果の項参照)、これは他の報告6川と比

較しうる値であるo

4 .骨密度の減少と運動による増加効果

Fig.3に示したように、非妊娠群の非運動群ラ

ットでは骨密度は、0.83-0.87の範囲でほぽ一定で

あった。非妊娠群の運動ラットでは非運動に比べ

3週目から統計的に有意でないが骨密度がやや増

加するのが見られた。それに対し、妊娠群ラット

では、非運動群で妊娠ー出産期間中 (0-3週)で

開始時の値から14%減少し、離乳時では約50%減

少した (pく0.05)0 9週目では骨密度は開始時の

レベルに回復傾向にあった(開始時の66%) (pく

0.05)0 

一方、妊娠運動群では妊娠-出産期間中 (0-3

週)で開始時の値に比べて 4%の減少であり、離

乳時 (6週)には約30%の減少 (pく0.05)、9週
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5 .電子顕微鏡による観察

腰骨の骨察数と泣を反映する.11¥l¥'1主の測定から

は、上記のような結論が得られたが、更に海綿骨

についてランダム 3箇所づつ高倍率 (2万倍)で

表面性状を観察した。 3箇所はほぽ同様の性状を

示した。実験開始時のラット腿'符近位部(この管

中端部をポナライザ で骨密度を測定した)と骨

中端部を Fig.4Aに、さらに任意に選んだ海綿骨

の表面構造を Fig.48に示した。この海納骨表面

の図より実験開始時には細かい粒子状になってい

ることがわかる。罪事斜1骨の表面性状を比較すると、

非妊娠群では非運動、運動の条件で、運動鮮(Figs

5D-F)の方に海綿骨表間性状においてやや鰍密化

が見られたほかは、海納骨表間構造に差はなかっ

た(Figs.5A -F)。それに対し、妊娠1非では、非運

佐久本 ・日向 岡本 ー加来 Ratの妊娠から産後の迎動による骨密度の変化

目には、ほぽ開始時のレベノレに回復していた(l)fJ

始時の95%)。この 9週目で、巡動i洋の骨密度他は

非運動:f，宇の値に比べ統計的に有意であった(1'<

0.05)。

このように、妊娠とその後の過程で、骨密度は

顕著に変化を見せたが、骨密度は出産I時(3，品l自)

で開始時に比べ14%減少、隊乳l時 (6迎目)で約

50%減少であったので (Fig.3)、減少要因として

は第一に妊娠と授乳、その中でも特に授乳が考え

られる。しかしながら、妊娠ラットでは Table1に

示したように走行スピードが45-71%に減少して

いるので、妊娠による活動量減少のため不動性骨

務縮が相乗的な要因となっている可能性を排除で

きない。

"， 

Scanning electron micrographs o( the longitu 
dinal sections of the proximal tibia (A) and a 
trabecular bone in the mctaphysIs (8) of a rat 
at beginning limc 

Fig.4 
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Fig. 5. Scanning electron micrographs of cnlargcd surface of the lrabecular bone in mctaphysis from 3W 
(A)， 6W(s)， and 9W(C) of not-pregnant and not-cxer口担 rals.and 3W(D)， 6W(E)， and 9W(F) 
of Ilot-pregnant and exerci担 rats
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Pig. 6. Scanning electron micrographs of enlarged surface of thc lrabeclllar bonc in metaphysis frol11 3W 
(A)， 6¥v (s). and 9¥V (C) of pregnanl and not-exercise ralS， and 3W (0). 6W (E)， and 9¥V (F) 
o{ pregnant and excr口担 rats
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動の出産時 (3週)では表面構造が粒子状を失い

滑らかとなっており (Fig.6A)、離乳時 (6週)

には明らかに大幅に多孔化し (Fig.6B)、9週で

は多孔化が減少して回復しているのが見られた

(Fig.6C)。一方、運動群では表面構造が粗くなっ

ていたものの、非運動群の 6週目に比べ多孔化状

態までは進んでいなかった(Figs.6D-F)。海綿骨

の表面は吸収面、形成面があると考えられるが、

我々の観察からは骨密度変化と表面性状変化とは

一致していると思われる。

結論

妊娠期、産祷期(離乳後まで)、産後6週目にお

けるラットの非運動群、運動実施群の骨密度の変

化を定量的に測定した。その結果、骨密度は、非

運動群では妊娠により14%、産祷期に約50%減少

していた。運動群では、それぞれ4%と30%に抑

えられた。つまり、妊娠の影響や運動の実施は、

骨密度の増減に影響をもたらしていることが明ら

かで、今回の我々の実験から、次のことが結論さ

れる。

1.骨密度は、妊娠期で減少し、産祷期でピーク

になり、産後6週目には徐々に妊娠初期の骨密度

の状況まで回復している。

2.妊娠ラットの運動実施群は、各時期での骨密

度の減少が非運動群に比べて、顕著に低率であっ

た。

以上のことから、妊娠や出産による骨密度の一

時的減少は、運動によって体力維持やより良い状

況下で骨密度の減少率を低下することができ、さ

らに、運動は一時的減少の早期回復に貢献してい

ることが示唆される。
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Grade and Gender-Group Comparisons of Factor Structure 
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ABSTRACT 

To investigate the factor structure of subjective symptoms among younger adolescents， a 

questionnaire survey was conducted for a sample of 1，283 students in two public junior high schools. 

Available data were obtained from 758 students， yielding an effective response rate of 59%. The 

questionnaire consisted of 30 items concerning various complaints of somatic and psychological 

symptoms. Data were subjected to a principal component analysis followed by varimax rotation. A 

four-factor structure emerged for each gender and grade group， except for the first graders. Factors 

extracted were generally comparable across the groups， while the first and fifth factors of the first 

graders did not necessarily correspond to those of the other groups. N 0 gender differences were 

observed. The coefficients of congruence between factors also supported the above visual inspection. 

The main factors were related to somatic symptoms， particularly fatigue symptoms， rather than 

psychological ones. These suggested that fatigue symptoms were the main subjective complaints 

among younger adolescents in J apan， and also the dimensionality of subjective symptoms might vary 

across ages/ grades. 
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1 .緒言

今日の児童・生徒にみられる健康上の問題の重

点は、身体面の症状から精神面の症状へと大きく

性格を変えてきている。船]1ド}によると、これまで

はう歯や眼疾などが児童・生徒の主たる健康問題

として扱われてきたが、現在では、肥満傾向・骨

折・成人病の若年化ならびに心身症・登校拒否な

どの精神保健や行動に関連した問題が大きくなっ

てきている。近年の学校保健分野での研究報告に

よると、児童・生徒の心身の現状は必ずしも良好

とはいいがたい2)蜘】10)。とりわけ、中学生期は第二

次性徴の発現・進展など身体諸機能の発達が著し

い反面、精神的には自我に目覚める時期でもある

ため不安定になりやすい問。また、精神と身体のア

ンバランスが顕在化しやすい時期であり制、種々

の自覚症状を訴える中学生が増加しているとの報

告24)もある。

思春期は神経症などの精神疾患の好発時期23)で

あり、学校生活に支障をきたすような心身症様症

状も多くみられる2のことが知られている。従って、

中学生が自覚している心身の症状を的確に把握し、

早期に問題を見出すことは、学校保健上きわめて

意義深い。しかしながら、中学生に適用できる質

問紙は極めて少なく問28)、現実的には、その自覚症

状の実態は必ずしも十分に検討されていないのが

実情である。

自覚症状の特徴を探る方法の一つに因子分析法

がある。これは自覚症状を構成する(潜在的)因

子を見出すことにより、複雑な現象(自覚症状)

を簡潔化し説明する手法である30)。我々の知る限

り、これまで中学生を対象とした自覚症状の因子

構造について検討をした報告11)12)は少ない。この

ような現状を鑑み、我々は中学生の心身の自覚症

状に関する調査を実施し、学年別および性別の因

子構造を検討した。

II.方法

1 .対象および鯛査方法

1994年11月中旬に、北九州市内の公立中学校2

校の生徒1，283名を対象に自記式質問紙調査を実

施した(表 1}。対象校のうちの 1校は自然環境に

恵まれた郊外の小規模校(全校生徒は約300名)で

あり、他の 1校はここ数年飛鹿的に人口が増加し

てきた都市部近郊の大規模校(全校生徒は約1，100

名)であった。なお、我々の調査依頼に対して、

対象校の教諭による調査内容の吟味や調査協力の

可否検討を経て、ほぽ全てのクラスの協力が得ら

れた。

表 1 対象者の内訳

学年 男子 女子 計(人)

l年生 111 103 214 

(28.2%) 

2年生 132 133 265 

(35.0%) 

3年生 131 148 279 

(36.8%) 

計(人) 374 384 758 

(49.3%) (50.7%) (100.0%) 

調査票は「あなたの健康に関するアンケート」

と題し、主に CMI(Cornell Medical Index) 3)17) 

を参考にして、 30の自覚症状項目で構成した。ま

た、回答を調査時点での状態に限定するために、

各質問項目の官頭に「近頃、私はJという言葉を

追加した。各項目のアンカ一ポイント(評価段階)

は、「よくあるJrときどきあるJrまったくないJ
の3段階とした。調査は、ホームルームの時間を

利用して無記名で行われた。回答に要した時間は、

10分から15分程度であった。調査票の回収率は100

%であった。

解析には一つでも欠損回答があるもの、ならび

に完全回答であっても、全て「よくあるJと回答

しているものなど、明らかな回答ノTイアスが認め

られるものを分析対象から除外した。最終的な解
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2 .解析方法

回答選択肢のうち「よくあるjを3、「ときどき

あるJを2、「まったくないJをlと数値化した。

解析には主成分分析法を用い、固有値1.0以上の基

準および第 1因子からの固有値の減少傾向(スク

リープロット)を考慮し、因子数を暫定的に定め

た。この因子数を中心にして、因子の直交回転

(Varimax法)を行い、因子解釈の妥当性および累

積寄与率を検討して、最終的な抽出因子数を定め

た。因子解釈は因子負荷量の大きい項目を中心に

行った。さらに、各群聞でCoefficientof Congru-

ence6
) (CC値)を算出し、抽出因子の類似性を検

討した。 CC値は、因子聞における因子負荷量の大

きさおよびそのパターン双方の類似性を反映する

表2 年生における自覚症状の因子構造 (N=214)

指標であり、+1.0.........ー1.0の値をとる。ここで、 CC

値+1.0とは、当該因子関の因子負荷量パターンの

完全な一致を示しており、このどちらかの因子の

負荷量が(大きさはそのままで)負の符号を有す

る場合、-1.0(完全な逆向きの一致)となる。ま

た、 CC値0.0は完全な不一致を示す。ここでは

Iwataら聞に従い、 CC値0.90以上をVド常に高い

一致ぺ 0.80.........0.89および0.70.........0.79を、それぞれ

市高い一致府および唱中等度の一致。とみなした。

以上の解析は、主に統計解析プログラム SPSSXを

用いて行なった。

111.結 果

1 .各学年における自覚症状の因子構造

(1) 1年生

因子解釈および項目
一般的身体症状

10.息苦しくなる
8.心臓がドキドキする
23.息切れがなかなか治まらない
9.頭が痛かったり重かったりする

22.通学するだけで疲れる
11.気が遠くなって倒れそうになる
7.何に対しでも「やる気Jが起きない

28.夜なかなか寝付けない
4.人から誤解されていると思う

17.朝、起きても疲れている
19.授業をちょっと受けるだけで疲れる
21.朝、なかなか目が覚めない
20.岡や首筋がこる
18.疲れはててグッタりする
15.間食が増えた

抑うつを主とした精神症状
25.泣く
24.クヨクヨするときがある
26.ちょっとしたことでも気になって仕方ない
加.クラスの友人と一緒にいても楽しくない
6.人の目がとても気になる

直情径行を主とした情緒不安定
2.人の宮動が気に障っていらいらする
1.人から指図されると腹が立つ
3.自分の思い通りにならないとカッとなる
5.友人にも気を許さない

消化器系の症状
13.下痢をする
12.胃の具合が悪い
29.夜うなされて目が覚める
14.あまり食欲がない
16.食事はあまり噛まない
27.爪を噛む

因子負荷量の二乗和
寄与車(%)

・枠内は0.40以上の因子負荷量を示す

疲労
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F3 F 4 
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.21 .49 
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ー.03 .48 
.29 .34 

ー.01 .35 
.01 .22 
.09 .26 

.19 .58 

.03 .56 
ー.05 .44 
.28 .41 
.05 .45 
.09 .20 

.05 .60 
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.03 .48 

.11 .59 
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ー.13 .58 
ー.02 .38 
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.34 .25 

.27 .12 
2.11 13.30 
7.0 44.4 
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1年生におりる因子構造を表2に示す。固有値

1.0以上の因子数は 7であったが、上述の諸検討に

よって最終的に 5因子を抽出した。この 5因子に

よって全変動成分の44.5%(累積寄与率)が説明

される。第l因子は地息苦しくなるぺ唱心臓がドキ

ドキするペホ息切れがなかなか治まらない'など

の自律神経系の症状を意味した項目が多く、「一般

的身体症状Jと解釈した。第2因子は唱朝、起き

ても疲れているヘ唱授業をちょっと受けるだけで

疲れるヘホ朝、なかなか目が覚めない。など、「疲

労」に関する項目で構成されていた。第3因子は

唱泣くヘホクヨクヨする 8 など、「抑うつを主とし

た精神症状」であった。第4因子は晴人の言動が

気にさわっていらいらするヘ晴人から指図される

と腹が立つヘホ自分の思い通りにならないとカツ

とする市などの直情径行を意味する項目の因子負

表 3 2年生におげる自覚症状の因子構造 (N=265)

因子解釈および項目
疲労

17.朝、起きても疲れている
18.疲れはててグッタリする
21.朝、なかなか目が覚めない
19.授業をちょっと受けるだけで疲れる
22.通学するだけで疲れる
20.悶や首筋がこる
15.間食が増えた
16.食事はあまり噛まない

直情径行を主とした情緒不安定
3.自分の思い遇りにならないとカッとなる
5.友人にも気を許さない
6.人の目がとても気になる
4.人から誤解されていると思う
2.人の言動が気にさわっていらいらする
1.人から指図されると腹が立つ
7.何に対しでも「やる気Jが起きない
8.心臓がドキドキする

身体症状
10.息苦しくなる
11.気が遠くなって倒れそうになる
23.息切れがなかなか治まらない
9.頭が痛かったり重かったりする
12.胃の具合が悪い
29.夜うなされて目が覚める
14.あまり食欲がない
13.下痢をする
28.夜なかなか寝付けない
27.爪を噛む

抑うつを主とした精神症状
24.クヨクヨするときがある
25.泣く
26.ちょっとしたことでも気になって仕方ない
3O.クラスの友人と一緒にいても楽しくない

因子負荷量の二乗和
寄与率(%)

・枠内は0.40以上の因子負荷量を示す

荷量が高く、「直情径行を主とした情緒不安定jと

した。第5因子はホ下痢をするぺ唱胃の具合が悪

いぺ唱夜うなされて目が覚める 8 という項目が高

い因子負荷量を示していた。ここでは上位2項目

をとり、「消化器系の症状Jとした。

(2) 2年生

2年生でも 7因子が固有値1.0以上を示したが、

最終的に 4因子を抽出した(表 3)。第 1因子は

唱朝、起きても疲れているヘホ疲れはててグッタリ

するときがある。などで構成され、 1年生の第2

因子「疲労Jと同等であり、「疲労」とした。第2

因子は 1年生における第4因子「直情径行を主と

した情緒不安定Jと同じ項目および地人の目がと

ても気になるべ唱人から誤解されていると思う。

などの項目を示しており、「直情径行を主とした情

緒不安定Jと解釈した。第3因子は l年生の第1

国王畠重量・
F 1 F2 F 3 F4 盆通盤

.08 .05 .03 .54 

.15 .04 ー.04 .52 

.08 ー.03 .05 .45 

.22 .16 ー.01 .49 

.22 .21 ー.10 .43 

.06 .10 .13 .28 

.06 .08 .19 .21 

.05 .21 .20 .20 

.22 .67 .12 .09 .52 
ー.08 .66 ー.04 .45 
.13 .54 ー.05 E亙コ .50 
.15 .53 .06 .32 
.39 .53 .18 .13 .48 
.37 .52 .01 ー.10 .41 
.13 .51 .09 .19 .32 
.09 .40 .34 .19 .32 

.19 .39 .67 .01 .64 

.08 .30 .65 ー.09 .53 
.35 .59 .04 .49 

巳亙コ .09 .55 .02 .47 
.03 .49 .27 .33 

.02 ー.11 .49 .13 .26 

.31 .00 .43 .18 .32 
ー.07 .09 .42 .02 .19 
.18 ー.05 .36 .28 .24 
.03 ー.17 .32 .03 .13 

.16 .29 .06 .72 .63 
ー.08 .04 .11 .67 .47 
.31 .24 .01 .62 .54 

ー.04 .05 .19 .47 .26 
3.64 3.14 3.00 2.20 11.98 
12.1 10.5 9.9 7.4 39.9 
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因子「一般的身体症状」および第5因子「消化器

系の症状Jを構成している項目群とほぽ同様であ

り、「身体症状Jと解釈した。第 4因子は 1年生の

第3因子「抑うつを主とした精神症状Jとほぼ同

じであった。これら 4因子で、全変動成分の39.8

%が説明される。

(3) 3年生

固有値1.0以上の因子数は同じく 7であったが、

最終的に 4因子を抽出した(全変動成分の40.2%)

(表 4)。第 1因子は、 2年生の第 1因子「疲労J
を構成している項目とほぽ同様であった。第 2因

子は、 2年生の第 3因子「身体症状Jの項目群よ

り構成されていた。第3・第4因子は、それぞれ

2年生の第2因子「直情径行を主とした情緒不安

定J、第4因子「抑うつを主とした精神症状Jを構

表 4 3年生における自覚症状の因子構造 (N=279) 

国圭盤恕および彊目
疲労

17.朝疲朝授岡、起きても疲れている18. れはててグッタリする
21. なかなか固 めない
19. 業をちょっと受が党けるだ付で疲れる

20. や首筋食がこる
14.あまり 欲がない

22.通頭何食間事学が食に痛対がすは増かあるしだ付でり疲盤れる9. った かったりする
7. ても「やる気」が起きない
16. まり噛まない
15. えた

身体症状
10 
12 
23 らない
11 うになる
13 
8 
27 

直情径行

3 ないとカッとなる
1 が立つ
5 
6 る
4 と思う

抑うつを
24 る
25.泣く
26.ちょっとしたことでも気になって仕方ない

29.夜うなされて目一が緒覚める
30.クラスの友人と にいても楽しくない

2!i荷のなニか乗な和か霊位はない
因子負荷r量0/ 

宜主宰 00
-枠内は0.40以上の因子負荷量を示す

成する項目群とほぽ同様であった。

(4) CC値による学年間での因子類似性の検討

表5に各学年群で抽出された因子問の CC値を

示す。 2年生と 3年生では、各因子とも類似因子

間で0.80以上の高い一致が認められた。一方、 1

年生と 2・3年生間では、類似3因子はそれぞれ

高い一致が認められたが、 1年生の第 1および第

5因子の CC値は、他の類似因子聞のそれに比べ、

低い値であった。「疲労J因子は全群間で非常に高

い一致が認められた。

2 .男子および女子における自覚症状の因子構造

各学年での因子構造で、抽出した因子内容に大

きな相違がみられない 2年生および3年生の回答

データを合わせ、性別に同様の因子分析を行った。

固有値1.0以上の因子の数は、男子9、女子8であ

国王畠盈昌・
F 1 F2 F3  F 4 基通盤

.74 .17 .13 .14 .62 

.72 .15 .21 .09 .60 

.69 .11 ー.01 .07 .49 

.69 .16 .24 .02 .55 

.51 .17 .01 .19 .32 

.45 .24 .11 .14 .29 

.44 .11 .05 .34 

.44 E亙コ .15 .30 .47 

.34 .22 .33 .29 

.29 .19 .19 .12 .17 

.23 .23 .15 .21 .17 

.18 .65 .03 .15 .48 

.21 .58 .06 .15 .41 

.23 .58 .10 ー.02 .40 

.25 .57 .03 .13 .41 

.11 .42 .05 .07 .19 

.29 .38 .19 .02 .27 

.21 ー.34 .09 .25 .22 

.23 .07 .75 .17 .65 

.13 .07 .70 ー.01 .50 

.25 一.17 .62 ー.10 .49 
ー.03 .21 .62 .07 .43 
.18 .09 .48 .37 .41 
.09 .39 .47 .14 .41 

.28 .00 .12 

団
.64 

.06 .08 ー.10 .45 

.36 .13 .22 .58 

.00 .29 .00 .31 
ー.13 .29 .20 .24 
2盛 2.4 22 2.2 25 

3.92 2.92 2.78 2.44 12.06 
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抑うつ

.46 

.38 

C亙コ
.33 
.46 

3年生

身体症状J定

.45 

.42 

.42 

E亙コ
.22 

.79 

.43 

.30 

.20 

.58 

疲労

.59 
QLJ 
.42 
.39 
.39 

抑うつ

.32 

.23 

E亙コ
.29 
.32 

各学年におげる抽出因子聞のcc値(枠内は0.80以上)

直
同
盟

.63 

.37 

.43 

E亙コ
.17 

.77 

.36 

.29 

.17 

.71 

疲労

.49 
Q[J 
.32 
.47 
.31 

表 5

1年生
一般的身体症状
疲労
抑うつを主とした楠神症状
直情径行を主とした情緒不安定
消化器系の症状

巳亙コ

巳亙コ
.46 
.48 

E亙コ
.31 

巳亙コ
2年生

疲労
直情径行を主とした情緒不安定
身体症状
抑うつを主とした嫡神府状

わち、第 1因子は「疲労J(CC値=0.92)、第2因

子は「身体症状J(0.94)、第3因子は「直情径行

を主とした情緒不安定J(0.92)、第4因子は「抑

うつを主とした精神症状J(0.82)であった。

った。しかし、先の解析と同様に、スクリープロ

ット、因子解釈妥当性などを検討した結果、最終

的に男女とも 4因子を抽出した(表6、7)。第1

因子から第4因子までの因子内容および順序は、

男女とも 3年生のそれとほぽ同等であった。すな

男子 (2・3年生)にお砂る自覚症状の因子構造 (N=263)表 6
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-.13 
3.25 
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18.疲れはててグッタリする
17.朝、起きても疲れている
19.授業をちょっと受付るだ貯で疲れる
21.朝、なかなか目が覚めない
22.通学するだげで疲れる
20.周や首筋がこる

身体症状
10.息苦しくなる
23.息切れがなかなか治まらない
11.気が遠くなって倒れそうになる
12.胃の具合が悪い
8.心臓がドキドキする
9.頭が痛かったり重かったりする
29.夜うなされて目が覚める
28.夜なかなか寝付貯ない
14.あまり食欲がない
16.食事はあまり噛まない
13.下痢をする

直情径行を主とした情緒不安定
2.人の宮励が気にさわっていらいらする
1.人から指図されると腹が立つ
3.自分の思い通りにならないとカッとなる
6.人の目がとても気になる
5.友人にも気を砕きない
4.人から誤解されていると思う
7.何に対しでも「やる気Jが起きない
15.間食が増えた

抑うつを主とした精神症状
25.泣く
24.クヨクヨするとき治宝ある
26.ちょっとしたことでも気になって仕方ない
27.爪を噛む
3O.クラスの友人と一緒にいても楽しくない

因子負荷量の二乗和
寄与率(%)

・枠内は0.40以上の因子負荷量を示す

因子解釈および項目
疲労
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N.考察

1 .学年および性別間での類似点と相違点

学年別の抽出因子の主な類似点は、 (1)2年生・

3年生の第 1因子は「疲労Jであること、 (2)各群

とも身体的な症状に関する因子が上位に位置して

いることであるo

中学生期は一般的に疾病が少なく 27)、筋力や持

久力などの行動体力が著しく向上する時期であ

る問が、日常生活行動上に問題のある中学生では

疲労自覚症状の訴えが多い聞との指摘もあるo 本

研究において、各群の主要因子として「疲労Jな

どの身体的自覚症状因子が抽出されたことは、多

くの対象者に何らかの生活行動上の問題があるこ

とを窺わせる。

岩田と斎藤川による中学生における東大式健康

調査票 (TodaiHealth lndex) 1)と一般健康調査

票 (GeneralHealth Questionnaire) 5)21)22)の因子

構造の報告では、抑うつや不安を主とする精神的

自覚症状に関する因子が最も大きく、別の大きな

サンプルでの報告川でも同じくうつ症状が第1因

子となっている。さらに、森ら 18)による独自の調査

票の因子分析研究においても同じくうつ症状など

の精神症状が第 1因子に多く含まれている。これ

に反して、本研究では身体面に関する症状が主要

因子となっていた。 GHQは、軽症精神障害評価を

目的として開発されたものである 15)16)ため、精神

症状に関する項目が多い構成となっているのに対

し、我々の調査票ではむしろ身体症状に関する項

目が多くを占めている。したがって、上記の結果

には、この異なる項目構成の影響も否定できない。

今後の課題として、精神および身体的症状項目を

表 7 女子(2・3年生}における自覚症状の因子構造 (N=280

因子解釈および項目
疲労

17.朝、起きても疲れている
21.朝、なかなか目が覚めない
18.疲れはててグッタリする
19.授業をちょっと受けるだけで疲れる
20.日や首筋がこる
22.通学するだけで疲れる
14.あまり食欲がない
15.間食が増えた
16.食事はあまり噛まない

身体症状
11.気が速くなって倒れそうになる
10.息苦しくなる
23.息切れがなかなか治まらない
12.胃の具合が悪い
9.頭が痛かったり重かったりする
13.下痢をする
29.夜うなされて目が覚める
8.心臓がドキドキする

直情径行を主とした情緒不安定
3.自分の思い通りにならないとカッとなる
1.人から指図されると腹が立つ
5.友人にも気を許さない
2.人の宮励が気にさわっていらいらする
6.人の目がとても気になる
4.人から誤解されていると思う
7.何に対しでも「やる気Jが起きない

抑うつを主とした制神症状
24.クヨクヨするときがある
30.クラスの友人と一緒にいても楽しくない
26.ちょっとしたことでも気になって仕方ない
25.泣く
28.夜なかなか寝付けない
27.爪を噛む

因子負荷量の二乗和
寄与率(%)

・枠内は0.40以上の因子負荷量を示す
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同程度に盛り込んだ、より一般的な評価尺度を用

いて同様の検討を行うことが必要である。

一方相違点としては、 2年生・ 3年生で抽出さ

れた「身体症状J因子が、 1年生では「一般的身

体症状J因子と「消化器系の症状j因子に分かれ

ていることであった。各項目の因子負荷量を詳細

にみると、 1年生の第 l・第5因子は、精神心理

的自覚症状と身体的自覚症状が混在しているのに

対し、 2年生・ 3年生の場合は、それぞれ類似し

た項目がまとまっており混在する因子が少ない

(表2--4)。そのため 2・3年生では因子解釈が

l年生よりも容易となっている。

小学生から中学生における自覚症状表出の変化

に関して、生野7)は、ストレスに対する身体反応は

小学校低学年頃では心身が来分化であるため全身

的な心身反応として現れやすいが、中学校頃から

は身体の一つの器官に現れる従来の心身症として

の形態をとることが多くなると述べている。生野

の言葉を借りれば、本研究で見られた学年間の差

異は、 1年生時は自らの心身におこっている症状

を分別し認知する能力(いわば弁別能)が未分化

であるが、 2• 3年生になるにつれてその能力が

高まっていくといった、症状自覚の発達的変化を

窺わせるものである。一方、男女問での因子構造

の比較では、ほとんど差異が認められなかった。

しかしながら、因子構造の比較のみでは各項目の

有訴率は不明であり、学年間あるいは男女聞の差

異を全て反映しているとはいえない。この点に関

して、我々は現在、異なる分析デザインによる解

析を進めている。

2. CC値による抽出因子の類似性

これまでの因子分析研究のほとんどは、視察に

よって因子構造の比較・検討を行ってきている問。

しかしながら、探索的因子分析におげる因子解釈

や因子構造の比較は、分析者の主観的判断による

部分が大きく、妥当性に疑問が残るl九そこで我々

は、因子聞の関係を示す指標としてcc値を用い、

より客観的な比較を試みた。その結果、類似因子

は全群聞を通して高い一致を示しており、これら

因子の高い安定性が示唆された。

学年聞に比べ、男女聞の方が因子の一致度が高

かった。これは、各学年の抽出因子数が異なって

いること、および男女別の分析を 2・3年生のみ

で行ったことなどが少なからず影響している。し

かしながら、因子数が同等であった 2・3年生聞

においても、男女問ほどの一致が認められなかっ

たことを考えると、中学生の自覚症状には、性別

以上に学年間での違いが大きく影響していること

を窺わせる。

門田川は、中学生の健康生活を推進していく上

で、疲労自覚症状の訴えは重要な指標になると述

ぺ、「疲労Jの実態を鮮明にする必要性を指摘して

いる。本対象集団においても、「疲労J因子は学年

や性別を問わず非常に安定しており、主要な自覚

症状となっていた。今後さらに、項目レベルでの

詳細な検討や関連要因の探索などにより、中学生

の自覚症状の実態を明らかにしていくことが必要

となろう白また、同一コホートを経時的に調査す

るなどの縦断的な検討・評価を行い、本研究で認

められた因子構造の学年差の再現性を確認してい

く必要もあろう。

v.まとめ

本研究では、探索的因子分析法により、北九州

市内公立中学生の自覚症状の因子構造を各学年お

よび性別で明らかにし、視察およびcc値を用い

て各群聞での因子の類似性を検討した。その結果、

(1)学年間では因子構造の差異が認められたが、

2・3年生問では、ほぽ類似していたこと、 (2)2・

3年生をあわせた性別による検討では、因子構造

の性差はみられなかったこと、 (3)ほとんどの群に

おいて「疲労J自覚症状が最も大きいことが明ら

かとなった。さらに、項目レベルでの検討や関連

要因の探索・縦断的評価の必要性など、今後の検

討課題を述べた。

最後に、調査に御協力いただいた各校の先生方、

本研究に関して御指導を賜った広島大学信本昭彦

先生に深甚の謝意を表します。本論文の一部は、
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第42回日本学校保健学会(平成7年11月25日、千

葉大学)にてポスター発表した。
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Relationships between Fatness and Physical Fitness Tests 
in Female Freshmen 
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女子大学新入生における肥痩度と体力テストの関係

上田 毅(福岡県立大学人聞社会学部)
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本研究では、 18.2j:3.0歳の女子新入生254名を対象に、肥痩度と体力の関係を検討することを目的とし

た。被験者に 6種類の体力テストを実施し、インピーダンス法 (BIA)による体組成を検者は測定した。被

験者は BodyMass Index (BMI)と BIAによる体脂肪率 (%FM)から次の 6つのグループに区分された。

Lean-Lean GroupはBMI、%FMともに痩せ傾向であった。 Lean-OrdinaryGroupはBMIは痩せ傾向

であったが、 %FMは適正であった。 Ordinary-OrdinaryGroupはBMI、%FMともに適正であった。

Ordinary-Fat GroupはBMIは適正であったが、 %FMは肥満傾向であった。 Fat-OrdinaryGroupは

BMIは肥満傾向であったが、 %FMは適正であった。 Fat-FatGroupはBMI、%FMともに肥満傾向で

あった。 Ordinary-Ordinary GroupとFat-Ordinary Groupの総合的体力は Lean-Ordinary Group， 

Ordinary-Fat Group， Fat-Fat Groupのそれより高くなる傾向が認められた。このように体力テストには

除脂肪体重 (FFM)が大きい者が有利であるが、 FFMの大きい者は脂肪量 (FM)も大きくなるため、

FFMとFMのバランスが重要であると考えられた。

Introduction 

In recent years， it has been pointed out that young women have a consciousness being fatter than 

their reality， and that the lean-oriented women increase more and more9
• It is thought that those 

women might always put stress on their own values of physical indices such as standard body mass 

and body mass index (BMI) or their figure. These values of physical indices or their figure， however， 

do not reflect their fat mass (FM) and fat-free mass (FFM). Therefore， it is impossible to distinguish 

women who are sinewy from those who are not sinewy superficially. In the same way， women who 

have an excessive FM should be regarded as obese， even it looks lean， if they have an excessive FM. 

The excessive FM that is one of the traits of obese would cause not only the various adult 

diseases， but also limit the physical fitness that move or project oneself. Meanwhile， FFM refIects the 

1) Fukuoka Prefectural University， Faculty 01 lntergrated Human Studies and Social Sciences， lta 

4395， Tagawa-shえFukuoka825， Ja，ρan 
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muscle strength and would be positively related to the physical fitness tests. Thus， it is thought that 

to know FM and FFM would be important when the results of the physical fitness tests were 

evaluated. 

At the present， it is impossible to measure FM and FFM directly. However， we have some 

methods to estimate the body composition within an acceptable accuracy of measurements. 

Bioelectrical Impedance Analysis (BIA) is one of the easy， valid and economical methods to estimate 

the body composition. 

In present study we grouped the female freshmen into six fatness types based on BMI and a 

percentage of FM (%FM) that calculated by BIA. The aim was to investigate the relationships 

between fatness and physical fitness tests. 

Method 

Subjects 

The subjects were 254 female freshmen entered FP-University in 1994 and 1995. Because physical 

fitness tests were conducted on April， it was thought that the most subjects had not been involved with 

any sports programe except the physical education classes at school for the last year. 

The subjects were measured impedance value (T ANIT A， TBF -102) . Subject's body density was 

calculated from impedance value， and %FM was calculated by the Brozek' equation entering body 

density. FM and FFM were obtained from %FM. 

How to group subjects 

Table 1 showed how to group the subjects into six fatness types based on BMI and %FM: Lean 

-Lean Group， a lean female who has a low BMI (BMIく19)and a low %FM (く17%)，Lean-Ordinary 

Group， lean females who have a low BMI (BMIく19)and an ordinary %FM (17%孟%FMく30%)， 

Ordinary-Ordinary Group， ordinary females who have an ordinary BMI (19孟BMIく23)and an 

ordinary %FM (17%孟%FMく30%)，Ordinary-Fat Group， ordinary females who have an ordinary 

BMI (19孟BMIく23)and a high %FM (30%豆%FM).Fat-Ordinary Group， fat females who have a 

high BMI (23孟BMI)and an ordinary %FM (17%孟%FMく30%)and Fat-Fat Group， fat females 

who have a high BMI (23孟BMI)and a high %FM (30%孟%FM).These cut off points were decided 

Table 1. How to group the su同ectsbased on BMI and % FM from BIA. 

Fat(30%孟%FM)

BIA Ordinary (17%孟%FM<30%)

Lean (%FM < 17%) 

Ordinary-Fat Group Fat-Fat Group 

I..ean-Ordinary Group IOrdinary-Ordinary Groupl Fat-Ordinary Group 

l.ean-Lean Group 

Lean (BMI < 19) Ordinary (19孟BMIく23) Fat (23 ~ BMI) 
BMI 
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Table 2. Sample size， means and standard deviations of age， height， body mass， BMI and body composition. 

Group Lean-Lean Lean-Ordinary UIせinary-urdinary Ordinary-Fat Fat-Ordinary Fat-Fat p 

x xzSD xzSD xzSD 

samplesize 44 144 24 

age (yrs) 17.7 18.5z3.5 17.9z2.1 17.6z0.4 

height (cm) 157.0 157.5z4.7 158.1z5.1 155.1z6.4 

bodyn略。ω 40.1 45.2z2.6 51.5z4.38 52.8z4.48 

BMI 16.3 18.3z0.5 20.6z18 21.9:t 0.98
•
b 

%FM (%) 16.6 21.6z 1.8・ 25.8z2.311 31.5:t 1.58
•
b 

FM (kg) 6.7 9.8z 1.1 13.3:t28 16.6:t 1.711
•
b 

FFM (kg) 33.4 35.5z2.1 38.2z2.911 37.0:t5.7 

TBW 24.4 26.0:t1.5 27.9z2.18 26.5z2.2b 

Lean-Lean Group was removed from statistical treatments (See text). 
"・pく0.001Significant difference among groups. 
n.s.: Non significant difference among groups. 
a:pく0.05Significant difference from Lean-Ordinary Group. 
b:pく0.05Significant difference from Ordinary-Ordinary Group. 
c: pく0.05Significant difference from Fat-Ordinary Group. 
d: pく0.05Significant difference from Fat-Fat Group. 

xzSD xzSD 

4 37 

17.6z0.4 17.6z0.5 n.s. 

157.0:t5.3 157.9:t4.9 n.s. 

57.8:t5.18ムC 61.2 z 6.4・.b.c

23.4 :t 0.58 •b •c 24.5z 1.711•b •C•d 

29.5:t0.311・b 34.4z3.91lムc.d

17.1 Z 1.611
•
b 21.3:t 4.511•b •C•d 

40.8 Z 3.51l
.
c 40.0土3.111ムc

29.9:t 2.511
•c 29.3:t 2.31l.b •C 

by authors， referring to the proposition of japan Society for the Study of Obesity3. Table 2 showed 

sample size， the means and standard deviations of age， height， body mass， BMI and body composition 

in all group. 

Physical fitness tests 

The subjects conducted six physical fitness tests that were (1) 5-minutes run， (2) vertical jump， 

(3) side step， (4) standing trunk flexion， (5) trunk extension and (6) back strength. Because these 

tests were simple and seemed to measure the abilities of endurance (5-minutes run) ， power (vertical 

jump). agility (side step). flexibility (standing trunk flexion and trunk extension)・andmuscle 

strength (back strength)， they were selected. 

Stat;stics 

The scores of the physical fitness tests were translated to the standard scores. A general physical 

fitness was computed by the simple summation of standard scores of all physical fitness tests. 

Statistical treatments were used by a one-way (within groups) ANOVA (analysis of variance). Lean 

-Lean Group that was one subject， however， was removed from statistical treatments. The Fi恰she釘r'

PLSD (Protected Least Significant Difference) post hoc test was used to test for significant differ-

ences between group means， if any significant difference within groups was observed. Significance 

was accepted at pく0.05.

Results 

Body mass differed significant1y within groups (F [ 4.248] = 67.525. pく0.0001)， but the differences 

between Ordinary-Ordinary Group and Ordinary-Fat Group， and between Fat-Ordinary Group and 
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Fat-Fat Group were not significant. %FM and FM also differed significant1y within groups (%FM 

: F [4，248J =163.679 pく0.0001，FM: F [4， 248J = 133.372， pく0.0001)，but there were no significant 

differences between Ordinary-Fat Group and Fat-Ordinary Group in %FM and between Ordinary-

Fat Group and Fat-Ordinary Group in FM， respectively. FFM differed significant1y within groups (F 

[ 4 ， 248 J = 11.580， pく0.0001)， but the relation of Lean-Ordinary Group with Ordinary-Fat Group， the 

relations of Ordinary-Ordinary Group with Ordinary-Fat Group and Fat-Ordinary Group， and the 

relation of Fat-Ordinary Group with Fat-Fat Group were not significant. Thus， Ordinary-Ordinary 

Group and Fat-Fat Group characterized that had a %FM corresponded to their body mass. Lean-

Ordinary Group and Ordinary-Fat Group， however， had a relatively higher %FM for their body mass. 

Conversely， Fat-Ordinary Group had a relatively lower %FM for their body mass. That is to say， Fat 

-Ordinary Group was heavy but not fat. 

Table 3 showed the cross tabulation of BMI and BIA. Lean-Ordinary Group and Ordinary-Fat 

Group were total 26.7%. Thus， one-third of female freshmen had a relatively higher %FM for their 

body mass. 

Table 3. Cross tabulation of BMI and BIA. 

Fat(n=6I) 

Lean-Ordinary Group 

44(17.3%) 
BIA Ordinary (n = 192) 

Lean-Lean Group 

1 (0.4%) 
Lean (n=1) 

Lean (n=45) 

Ordinary-Fat Group 

24(9.4%) 

Ordinary-Ordinary Group 

144(56.7%) 

Ordinary (n= 168) 
BMI 

Fat-Fat Group 

37(14.6%) 

Fat-Ordinary Group 

4(1.6%) 

Fat (n=41) 

Table 4 showed the subjects' means and standard deviations， and the normative values10 of each 

physical fitness test in the same generation. 

Table 4. subjects' means (standard deviations: SO) and the normative values (SO) of each physical fitness test in 
the same generation. 

physical fitness tests means SO normative values SO 
5-minutes run 896.8 63.4 1020.0 100.0 
vertical jump 41.5 5.2 39.0 6.2 
side step 39.0 4.0 39.8 5.4 
standing trunk flexion 13.4 6.3 17.3 6.0 
trunk extension 48.9 8.1 59.0 7.8 

back strength 74.0 17.0 86.0 19.6 

Figure 1 showed the group means and standard deviations of the standard scores of (1) 5-minutes 

run， (2) vertical jump， (3) side step， (4) standing trunk flexion， (5) trunk extension and (6) back 

strength， respectively. 5 minute run became higher in the order， Lean-Ordinary Group， Ordinary-

Ordinary Group， Ordinary-Fat Group and Fat-Ordinary Group， but decreased in Fat-Fat Group. 

However， there was not significant difference within groups. In vertical jump， side step and standing 
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Figure 1. Group means and standard deviations of standard scores in (1) 5-minutes run， (2) vertical jump， (3) side 

step， (4) standing trunk flexion， (5) trunk extension and (6) back strength. 
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trunk f1exion， Ordinary-Ordinary Group and Fat-Ordinary Group tended to be higher than others， but 

there was not significant difference within groups. Trunk extension was not significant difference 

within groups. Although there was not significant difference within groups in back strength， Fat-Fat 

Group tended to be higher than Lean-Ordinary目Groupand Ordinary-Ordinary Group. 

Figure 2 showed the group means and standard deviations of the general physical fitness. General 

physical fitness tended to be higher in Ordinary-Ordinary Group and Fat-Ordinary Group than others， 

but there was not significant difference within groups. 
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Figure 2. Group means and standard deviations of standard scores in the general physical fitness 

Discussion 

The mean age (:!::SD) of the subjects was 18.2 (:!::3.0) in present study. 

subjects were relatively wide age bracket. The results of physical fitness tests in all subjects were 

lower than the normative values in the same generation except vertical jump. 

1n present study， Ordinary-Ordinary Group and Fat-Ordinary Group tended to be higher in most 

of the physical fitness tests and Fat-Fat Group were significantly higher in back strength. Y 0-

koyamClll classified into 9 degrees of fatness groups using the stout-lean index on 3948 boys and 3901 

girls 12 through 17 years of age and showed that physical fitness items were grouped 3 types that the 

records became lower as being fatter called "running broad jump type"， the records became lower as 

being leaner called "grip strength type" and the records did not change much called "trunk backward 

extension type". These results did not agree with the present results. Although individuals who have 

a larger FM usually have a larger FFM7， the present results would showed that physical fitness tests 

were better to analyze taking account of body composition in the strict sense of the word. 

The relationship between fatness considered body composition and physical fitness also has been 

discussed. Beunen et aP. 1 showed on 21174 Belgian boys 12 through 20 years of age that the fattest 

boys by the sum of skinfold thickness attained poor results in most physical fitness tests. 

1t seemed that the 

HayashF 
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reported on 310 boys and 264 girls 12 through 14 years of age that obese subjects by the sum of skinfold 

thickness were superior back strength and grip strength tests to non-obese subjects， but were inferior 

"running， jumping and pull-ups tests， and were equal throwing test. Kim et a14ふ6showed on 315 boys 

12 through 14 years of age that the obese subjects by BIA were poorer in 1500-m run， 5・minutesrun， 

running long jump and so on than the non-obese subjects， but were superior only in back strength. It 

was thought that obese subjects were superior muscle strength tests to non-obese subjects， but were 

inferior total body endurance and muscular endurance， especially those which the body was moved or 

projected. In present study， FM would act only as an inactive load in relation to the physical fitness 

tests that moved or projected themselves and FFM would reflected the muscle strength and had an 

advantage to the physical fitness tests. Thus， present results were consistent with the previous 

studies. 

General physical fitness in present study tended to be higher in Ordinary-Ordinary Group and Fat 

-Ordinary Group in this study. The differences among groups in the general physical fitness were 

thought to be caused by not only the quantity of FFM and FM， but also the balance of them. Ordinary 

-Ordinary Group and Fat-Ordinary Group showed relatively higher general physical fitness. If it was 

compared the two groups， Fat-Ordinary Group had a equivalent FFM to Ordinary-Ordinary Group， 

but had a lower FM than Ordinary-Ordinary Group. 

Regarding Lean-Ordinary Group， Ordinary-Fat Group and Fat-Fat Group that showed relatively 

lower general physical fitness， it also was thought that the differences among groups were caused by 

the balance of FM and FFM. That is to say， Lean-Ordinary Group had a lower FM and FFM than 

Ordinary-Ordinary Group. Ordinary-Fat Group had a equivalent FFM to Ordinary-Ordinary Group， 

but had a higher FM than Ordinary-Ordinary Group. In comparison with Fat-Ordinary Group， 

Ordinary-Fat Group had a equivalent FM to Fat-Ordinary Group， but had a lower FFM than Fat-

Ordinary Group. Fat-Fat Group had a highest FFM， but also had a highest FM. Thus， it would be 

thought that the general physical fitness in Lean-Ordinary Group， Ordinary-Fat Group and Fat-Fat 

Group set the advantages of FFM off against the disadvantages of FM rather than in Ordinary-

Ordinary Group and Fat-Ordinary Group. 

In general， t 
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from 17% to 30% would be better for physical fitness. 

Summary 

The purpose of this study was to investigate the relationships between fatness and physical fitness 

tests in female freshmen. The subjects were two hundred and fifty-four female freshmen aged 18.2:t 

3.0. The subjects were measured BMI and %FM from BIA and conducted six physical fitness tests. 

The subjects were grouped into six fatness types based on BMI and %FM: Lean-Lean Group， a lean 

female who has a low BMI and a low %FM， Lean-Ordinary Group， lean females who have a low BMI 

and an ordinary %FM， Ordinary-Ordinary Group， ordinary females who have an ordinary BMI and 

an ordinary %FM， Ordinary-Fat Group， ordinary females who have an ordinary BMI and a high % 

FM， Fat-Ordinary Group， fat females who have a high BMI and an ordinary %FM and Fat-Fat 

Group， fat females who have a high BMI and a high %FM. Obtained results showed that Ordinary 

-Ordinary Group and Fat-Ordinary Group tended to be higher than Lean-Ordinary Group， Ordinary 

-Fat Group and Fat-Fat Group in most of the physical fitness tests. In general， FFM would act on 

physical fitness test advantageously and FM would act on it disadvantageously. However， it was 

thought that the important points were not only the quantity of FFM and FM， but also the balance 

of them when were evaluated the results of physical fitness tests. 
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伝統的スポーツ文化としての相撲

一日本的スポーツの成立についての一考察一

西村秀樹 (九州大学健康科学センター)

Profe鉛 ional]apanese WrestIing “Sumo" as Traditional Sport Culture: 
A Study about the Formation of ] apanese Sport 

Hideki N ishimura 1) 

Abstract 

Professional J apanese wrestling “Sumo" is not confined to sport contending for victory， and it 

leaves “qualities of the art of public entertainment" as a show. In order to clear such a character， we 

should consider it in social and cultural backgrounds of the Edo period when professionaI J apanese 

wrestling “Sumo" established the foundation as sport.“Sumo" polished up a “mode" in consequence 

of culture of decadence of the Edo， and on the ground of the amusement industry-i.e. because of 

running off vulgarity and raising sociaI status in order to obtain permission-. A feature of the 

“mode" was， as it were，“festivity" which overturned everyday sense and brought uneveryday 

“harmony of sense"， in the same way as play culture of those days. 

序

我が国における伝統的スポーツ文化といえば、

柔道、剣道、弓道、相撲などのいわゆる格技であ

る。柔道はオリンピック種目としてとり入れられ

世界的にポピュラーな種目となったが、このなか

でスペクテーター・スポーツとしての人気第一位

は、文句なく相撲(興行化されている大相撲)で

あるo スポーツは勝負を否応なく決めてしまうも

のであるが、大相撲はかつては必ずしもそういっ

た勝負の判定に固執するものではなかった。現在

では、水が入って「分けJになれば、二番後取直

し、「物言いJがついてもめればむろん取直し、土

俵上で負傷して「痛み分けJにでもならない限り、

勝負は何が何でも決められてしまう o しかし、昭

和元年5月場所までは、「分げJや「預りJという

判定があった。「分けJというのは、取組が長時間

にわたって、勝負がつかなかったとき「引分けJ
にした際の名称であり、「預りJというのは、同体

に倒れた際の判定が明瞭につけがたいときの名称

である 4) (376頁)。

こうした勝負の決着に余裕をもたす大相撲の性

格は、それがスポーツであると同時に「芸能Jで

もあったことによるだろうo 大相撲は「様式美j

というべき芸能性をひきずっている。塵をきる、

四股を踏む、塩をまく、サガリを捌いて仕切りに

1) Institute 01 Heath Science， Kyushu Universi(丸 6-1Kasuga-Koen， ~出向ga， Fulmoka (816) 
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入る、その仕切りの繰り返しなどといった作法は、

昭和3年1月場所が始まる前までは、その仕切時

間の制限をもたず、無限に繰り返されることもあ

った。また、弓取式や雲竜型・不知火型で知られ

る「土俵入りJも、独特の鑑賞的価値を持つ。さ

らには、力士の化粧まわしとか、行事や呼び出し

の服装や小道具とかも、洗練された美しさを思わ

せる。

ところで、「様式美Jは、宗教的信仰に由来する

というのが一般的見解であろう。例えば、和歌森

は、「相撲が単なるスポーツではなく、芸能という

か芸術味をもっていて……同時に相撲には信仰に

からんだ神事的性格がつきまとっている。芸術性

はむしろその神事性と密着しているものだといっ

てもよいJ26) (19頁)と述べる。こうした宗教的伝

統に即して、それぞれの様式美が解釈されること

になる。和歌森26)(169-70頁)は、とりわけ横綱の

土俵入りにおいて注連縄をしておこなう四股は、

実は土地の下にこもる邪悪な精霊としての「醜J
であり、四股を踏むのは「醜jを踏みつけて地鎮

め、国土安穏の祈念をすることであると指摘する。

折口聞は、相撲は日本演劇の起源であり、「まれび

とJ(来訪神)を扮する者が悪さをなす精霊をやっ

つけ、おさえつける農耕呪術であったとする。ま

た、一般的な民俗学的見解からすれば、たしかに

塩をまくのは「浄めjの意であり、また仕切りに

入る前に「拍手jをうつのも「除魔」の動作にち

がいない。しかしながら、様式美は、こうした宗

教的信何心だけから生まれたのではない。なぜな

ら、大相撲は、あくまでも「見世物J興行として

生まれたからだ。

そこで、こうした芸術性を兼備したスポーツ文

化としての大相撲の独自性を理解するには、それ

がつくられた当時の社会的・文化的脈絡のなかで

考える必要がある。これまで、「部屋制度Jにお付

る社会関係を伝統的「家j制度としてとらえた研

究1旬、大相撲の競技形式や宗教的儀式を欧米の「ス

ポーツ近代化Jのモデルにあてはめて解釈したも

の25)、力士の身体の文化的規定性の研究川といっ

たものはあったが、こうした大相撲の文化論は展

関されていない。これによって、伝統スポーツ文

化としての大相撲の特色が明らかになるというも

のであろう。

1 .大相撲のスポーツとしての確立

大相撲がスポーツとしての体裁(原型)を整え

たのは江戸時代のことである。この大相撲は、神

事相撲、節会相撲とは時代的に隔絶している。節

会相撲は高倉天皇の承安4年(1174)を最後に途

絶えてしまい、その後、戦場の組打ちの練習とし

ての「武家相撲jが盛んになる。蹴る、突く、こ

ぶしで殴るなどを禁技とした荘重な様式でとりお

こなわれていた節会相撲は、再び原始の野蛮へと

かえった。江戸期に勧進大相撲が成立するために

は、この武家相撲の実践的な野蛮さからはなれな

砂ればならなかった。そうして、慶長(1596......1614)

頃に「土俵Jの設定が一般的となり、それにとも

なってレスリング的な組打ちから脱却し、膝をつ

いたり指をついただけで負けとなるという基本規

則が成立していくのである九禁技も、節会時代と

比べではるかに多くなってくる。近世初期には、

現代の大相撲のスポーツとしての基本的性格は整

えられていたのである。やがて、三都を中心に許

可制の勧進相撲興行が始まる。こうした勧進興行

の発展に伴い、技(わざ)も発展していくことに

なる。土俵ができて、手や膝をついたら負けとい

う新法が設定されてからは、立ち技のみに制限さ

れるようになった。谷川は、力士の太鼓腹の古典

的タイプの形成因は、「土俵という狭い固いの中で

比較的動きの少ない、特に腰と腹に力を入れる運

動をするところにあるJ23) (97頁)と指摘する。相

撲における立ち技は、腰と腹に力を入れ、ふんば

る運動を基礎として、つりわざ、投げ技、押しわ

ざなどというように分化・発展していくことにな

るo こうした技の洗練は、それゆえ、太鼓腹をつ

くる。また、つり上げられにくい、投げられにく

い、押されにくいということで、体重が必要とな

ってくる。こうして、技は体型をつくる。

また同時に、この太鼓腹の巨漢は、歌舞伎や浮

世絵を生んだのと同じ江戸のデカダンスの文化が



作りあげたものであると谷川23) (96頁)は述べる。

こうした江戸庶民が愛好した体型に適応して、逆

に上述のような特性の技がより洗練されていく o

技は体型をつくり、逆に体型は技をつくる、とい

うような互いが因となり果となるような関係で、

相撲は方向づけられてきたというのである。太鼓

腹の巨漢という体型は、四方八方に動き回るには

適していなし」下半身でふんばって前へ出ること

が適しており、それが正攻法として理想化される。

むやみに「動き回るJ相撲が品位を欠く邪道とし

て否定される伝統がっくりあげられたのは、こう

いういきさつであろう。

そうして、この「異形」と技が交錯して勝負が

おこなわれるところに、「力動美Jともいうべきス

ポーツとしての魅力が生まれる。江戸末期に著さ

れた「江戸繁昌記Jに勝負の描写がなされている。

現代語に訳して引用するo

力士は皆長身で大腹で、筋骨は鉄のようである。まさ

に金剛力士がそびえ立っているようだ。自は張り聞かれ

腎を張り、土俵を二つにわけ、それぞれ半分を占めて蹄

掘する。気をずっと蓄えることによって、輔が定まる。

一喝して身をおこし鉄骨石拳、手を互いに持ち合う。そ

の早業は、震を破って射す電光のごとくであり、右に左

に身をかわす早さは、風に砕けて花が飢えるようだ。わ

ざと隙をみせて相手の気力をそぎ、相手のちょっとした

隙をねらって、とっさに勝負を決めてしまう。……四本

の腕ががっしり組合い、奮ってー塊となる。投げ技、繋

け技、捻技、つり技、単に力を戦わせるだけでなく、知

力を戦わし、術を戦わす。四十八手の技、手という手、

伎という伎、つくさぬ手段はない。

この技と知略の応酬には、当時の江戸庶民にと

ってはなまなましく切実な想いが込められていた。

異形の者のもつ豪快な力強さに、生命の躍動を江

戸庶民はみてとった。デカダンスとは、そもそも

江戸封建制の径措のなかで、もがけどもあがけど

も飛躍できない閉塞した生命のエネルギーが歪み

屈折してあらわれた審美観である。この審美観に

立って、人並みはずれた「異形Jの者に、呪縛を

うち破る生命エネルギーの躍動をみたのだろう o
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江戸庶民は、力士の中に、仏法を守護する仁王(金

剛力士)のパワーをみたo r異形jの破壊力に、封

建制がもたらす非調和感や不快感を克服して調和

的快感へと向かう属性を見出した。これこそ「異

形Jが美的対象となりえたゆえんであろう。

2 .大相撲の芸能性の背景

しかしながら、こうしたスポーツ性をあらわす

「力動美Jは、大相撲における「異形Jの美の半面

にすぎない。あとの半面は、ほかならない「様式

美Jなのである。「異形愛好Jは、その力強さとい

う機能面からだけでなく、形態(形式)面からも生

じているのである。当時、力士の錦絵が人気があ

り、庶民に眺められたのは、力士が強いからだげ

ではない。あの体型そのものを愛好したのである。

力技の鑑賞だけでなく、形の鑑賞が表面化してい

たのである。宮本附(80-84頁)は、そうした力士

の「カタチjの見物性を指摘している。地方巡業

における真剣勝負ではない「顔見せJr体見せJ興

行、江戸の勧進相撲における番付け外に張り出さ

れて勝負には加わらない力士の存在などがひきあ

いに出される。また、天保期(1830-43)に稽古

相撲の臨時興行としておこなわれていた「花相撲

(花角力)Jが、婦女子を魅了していた20)ことも、当

時の「カタチjの愛好を示している。

こうした「カタチ」の鑑賞の愛好は、相撲のシ

ョー的要素を倍化させる。カタチをじっくり見せ

るために、様式(形式)の整備が促進される。こう

して、「異形Jの美は「様式美Jといったものに統

合される。しかし、この「様式美Jを生じせた要

因は、もう一つあるような気がする。「昔の武士は

組打ちを好みたる故に相撲を武芸とせしなり。近

世戦法そなはりて組打ちを好まぬ故に武芸とせざ

る也。是故に今は下賎の業となりぬJ(r夏山雑談J)
をうげて、「嬉遊笑覧jは「世につれてさることは

賎しげに思ふなるべしJ1りという。近世初期には、

相撲は武士からすれば下賎視されるに至っていた。

慶安元年(1648)に幕府によって一度禁止されて

いるような、不安定な大相撲興行を安定させるに

はそうした相撲の社会的地位をあげる必要があっ
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た。大名が力士を召し抱える習慣は古くからあり

はしたが、それが一般化し流行をみるようになっ

たのは、勧進相撲の再興(1684)から30年ばかり

のちの宝永、正徳ごろからである。さらにそうい

った習慣が「お抱え相撲Jとして勧進相撲を支え

る完全なパックボーンとなるのは、東西の番付の

九割がたを各藩の扶持米を受付る者で占める状況

となる明和6年(1769)ごろである問。大名をパト

ロンとすることが一般的となることによって、大

相撲は他の興行物(歌舞伎、人形浄瑠璃、見世物)

との社会的地位の格差を明確化したといってよい。

大名と結びつくことによって、大相撲は良かれ悪

しかれ「格式Jを持たさなければならなかったは

ずである。勧進相撲では、金銀ちりばめられた化

粧まわし、紀州下帯、阿波小もち、筑後下帯とい

うように、風流を尽くした下帯を拝領して、豪華

絢燭な土俵入りがおこなわれる22)(93頁)。寛政3

年(1791)、江戸城吹上苑で11代将軍家斉の上覧相

撲を催した際、四本柱に弓・弦・扇を結びつ妙、

根もとに酒をそそぐ「片屋ぴらきJ(土俵まつり)

の儀礼の原型ができあがっている附(102-3頁)。

これに少し先立つが、寛政元年に谷風梶之助と小

野川喜三郎が「横綱Jの土俵入りを許されている。

これらは、相撲故実や礼式に関する知識を独占し

た宗家である吉田追風の手によって制定されたも

のであった。

あの仕切りをくり返す一連の動作は、いつ頃定

まったかは明らかではない。古代の節会相撲の立

合いは、互いに見合ったまま「練合Jをする、す

なわち取組の前の準備動作として両手を上げて練

歩し、機を見て互いに進んで歩みより、声をかけ

て体の備えを整えて取組むというものであった

(機が熟さないときは、にらみ合ったまま練歩をく

り返した)21)0 これは、現在の大相撲の仕切直しの

原型と言えるだろう。この仕切直しという「様式」

の整備・洗練は、野卑な「闘争」から規則の支配

を受けた「競争Jへとなっていく「儀式化Jの過

程として考えられないだろうか。ローレンツ聞は、

相手に傷を与える闘争から試合への変遷が可能と

なるには、それぞれの威嚇のしぐさが激しく時間

的に長くなるのと相まって、「芝居がかった誇張」

「律動的な繰り返しJr視覚的に動作を強調する構

造や色彩」が生じてくるという、動作の「儀式化J
の過程が根底に進まな砂ればならないとするので

ある。仕切の様式、きらびやかな化粧まわしなど

は、この動作の「儀式化Jとして考えられるので

はなかろうか。「相撲道綜鑑勺(173、176頁)は、

「しこJは準備運動であると同時に、「対手の胞を

寒からしめるための示威運動Jであり、「塵浄水J
で手を擦りあわせてぽんと手を拍つのは、相手へ

の尊敬、清浄、潔白を表明するものであり、両腕

を左右に広げるのは、いかなる武器も秘蔵してい

ない、正々堂々と勝負しようという意であると述

べている。仕切りでにらみ合うのも、塩をまくの

も、実はこういった威嚇動作の儀式化として考え

た方が説得力をもっている。

こうして大相撲は「様式Jの洗練によって野卑

性を克服して「格式Jをあげたのである。さらに、

その「儀式化Jに宗教的意味あいを添えた。江戸

庶民のカタチ=異形の鑑賞の愛好心が生む「様式

美Jは宗教的価値(聖性)とかかわることによっ

て、他の価値にまさる高い価値をもった美となる。

横綱の化粧まわしをしての土俵入りは美しい。そ

して、それは地鎮め、国土安穏の祈念を背負うこ

とによって、崇高な美となる。横綱は、吉田追風

秘伝の陰陽道的な七字の呪言を唱えながら力強く

足を踏む。とりわけ横綱が、邪悪な精霊を踏みつ

ける「まれぴとJ性を強調されたのである。注連

縄をしめて地鎮めの祭式を特定の力士に許すこと

は、 18世紀後期からおこなわれている拘(170

頁)。こうして、相撲は神道的な聖性をまとった様

式美を整備することで、国技としての基礎を確立

したと言ってよいだろう o

3 .大相擦の様式とその文化的脈絡

一一江戸時代の遊ぴ文化と大相嬢一一

ここでは、大相撲を当時の遊び文化の脈絡のな

かでみることによって、大相撲の伝統的スポーツ

文化としての性格を掘り下げていく。

(1) 非日常的な感覚世界の構成一一日常的感覚の
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転覆と非日常的な「感覚の調和J一一

封建制の極措のなかで行きどころのない庶民の

生のエネルギーは、歪み屈折しながら、もろに遊

び文化のなかに流れ込んだ。そこにおいては、日

常的感覚とは異なった感覚体系を作ることに向け

られた。

1 )歌舞伎

歌舞伎では、普段は無意識の奥に隠されている

非常に悪しき人間の欲望や醜悪な面が描写された。

とりわけ、江戸後期には「東海道四谷怪談Jr与話

情浮名横櫛Jr鼠小紋東君新形」などにみられるよ

うに、悪・醜の世界一一濡れ場、殺し場、ゆすり

場一ーが濃厚に凄惨に表現されたのである。虞

末5)は、歌舞伎の世界は、忌むべき禁忌を侵犯する

ところであったと指摘する。「日常的此岸的な感覚

からすれば禁忌の世界がそこでくりひろげられた

悪所の芸は、禁忌のもつ異常な形と感覚を芸能美

へと転化したJor心中劇jでは、「死にまつわる宗

教的禁忌の一線を越える興奮jすなわち死の恐

怖・罪障・触織に触れることを、役者の演技を通

して享楽し、「荒事Jでは、人聞を生きながら神に

変身させ、此岸で荒れ狂わせるという、宗教的禁

思の侵犯のなかで、「禁思のあたえる不可触の怖れ

を、芸能的な歓楽のなかへ放Jった。また、「亡霊

物Jで人々が亡霊と交わることは、「秩序の侵犯で

あり、その侵犯の触織によって、日常的此岸の規

制された感覚、意識から解放され脱出した」。こう

した禁思・秩序の侵犯は、日常的な感覚の調和性

の破壊であるが、その日常的な感覚で生きている

封建体制をそれによって「かぶきJかたむけ転覆

させた空間(劇場)を垣間見ることをねらったも

のであると言えようo

しかし、こうした日常的感覚からすれば嫌悪感

を催す異常性が、どうして歓楽の対象になりえた

のか。それは、演技の「律動性Jによるところが

大きい。「律動jというのは、心臓の鼓動が規則正

しい調子に合わせて脈縛を打つような「リズミカ

ル性jであり、それは「所作J(科)においても「白J
(せりふ)においてもみられる。科は、日常生活の

所作の物真似としてではなく、不自然な「反写実

的Jな物真似動作としておこなわれる。白も同様

に、日常の話し方とは異なり、抑揚をつけて謡う

ような調子で言われる。この演技の律動性から感

覚的な快が得られる 7) (51頁)。むかしから、幼児

の機嫌をとるためにリズミカルな揺箪運動を利用

してきたし、また我々も、ゆっくり動く海のリズ

ミカルな波打つ音を聞き、同時に波の音を追うと、

緊張がとけて快い夢心地になる。リズムは「生命

の脈動Jr生命から発現する無意識運動」であり、

リズムに震えることは生命力の諸抑瑞tlからの解放

にほかならない、とクラーゲス 12)は述べる。

視覚・聴覚でとらえたリズムは、「無意識Jの領

域に働きかけ、そこに潜在している生命の脈動と

してのリズムに共鳴することによって、快感が生

じるのである。それゆえ、演技のリズムを舞踊化・

歌謡化を通して強めることによって、本来なら生

理的嫌悪を感じさせる禁忌の侵犯さえも浄化して

しまうのである。また、こうした律動性の強い演

技が歌舞伎の「絵面J化志向を形成する。 幕切

れの「絵面の見得Jに限らず、律動のあらゆる一

瞬が「絵面Jを形成しているのが理想とされてい

るのである九そうして生み出される絵画的・彫刻

的な美しさがおびただしい量の「浮世絵jを生ん

だのである。

ただ、演技の律動性はこうした感覚的快を生む

だけでなく、所作音楽を伴いながら、旋律性を帯

びることによって、それ自身で表情を持つように

なる。例えば、旋律楽器が加わると、音楽が一段

と表情的になるのと同様に、旋律性は悲しそうな

身ぶり、悲しそうな話し方を生み出す。旋律性を

帯びた律動性は、われわれの感覚を通して直接的

に感情に作用し、演技の知的理解とあいまって悲

しみとか恐怖・不健全さをも表出するのである。

こうして、快と不快が浸潤しあったとでもいうよ

うな非日常的感覚が生み出されるのである。それ

が、先に述べた恐怖・罪障・触穣を事楽するとい

うことであろう o そこには、新たな感覚の平衡性

が生まれている。現代的に言えば、まさにスリル

とかサスペンスという感覚につながる。

2 )人形浄瑠璃
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人形浄瑠璃も、歌舞伎と同様の醜悪・禁思の侵

犯の場面を持つ。「時代物jには「修羅Jにおける

合戦・斬り合い・殺し、「貸め場Jにおける行

為の残忍さ一一叩き(答打)、水質、氷資、湯賀、

火あぶり、耳を弟jく・、腕を新る、釣賀、古木賀、

蚊寅などーーが必ずでてくるし、また「心中物J
は歌舞伎における心中劇と同様の内容をもってい

る。

こうした負の感情をもたらす場面も、浄瑠璃の

語りのリズムと三味線のリズム及び人形の所作の

リズムがその根底に本来的に持つ感覚的な美しさ

によって浄化され、感覚的な快をもたらす。と同

時に、それらのリズムは、泣き叫ぶようなトラン

ペット、おどけたり沈穆なサクソフォンやトロン

ボーンのように、その変化によって表情をもっo

浄瑠璃の語りのリズムは「墨譜(ふしはかせ)J(譜

節つまりー音ー音の細かい節)と呼ばれ、近石川こ

よると、それには語りの断続に関するリズム、強

弱のリズム、長短緩急のリズムなどがある。これ

らは微妙に使い分げられ、悲しみや償り、怒りな

どの感情を誘発するように作用する。

三味線は、絃の音色や抑揚や緩急だけで、気分

を出す。例えば、「酒屋Jという段の「今頃は半七

つあん、(合)チン、何処で如何してござろうぞJ
というお国のくどきのはじめのチンは、お園の遣

り場のない淋しい心持ちをたったーかきで言い尽

くす音色でなければならない、と石田η (191頁)

は述べる。静まりかえった深夜、釣瓶から深い井

戸の中に落ちる水のーしずくの響きのように弾く

のである。三味線では、媛を立てると音色が鋭く

なり、援を寝かせると音色はやわらかくなり、そ

の微妙な使い分けが、感覚の洗練を要するのであ

る。

また、石田7)(191頁)は、「景をひくJというよ

うに、その事件のおこなわれる全景の気分・調子

をよく伝えるような音色と「問Jを持たねばなら

ないと述べる。絶妙な「問Jと足取いわばテンポ、

強弱の妙、左手の絶妙な動きがかもし出す余韻、

こうしたものが総合されて模様が弾かれているの

である。三味線の名手鶴沢友次郎の芸談は、「三味

線のトン、トン、トンも太夫の語り口と同様に、

その余韻のうちに流れ行く水の気分を表現するよ

うでなければならぬのでございますJ17) (93-94 

頁)と語っている。

人形の動作も非日常的な感覚で表現される。例

えば、「クリズJは、女形の人形が見せる所作で、

頭を右あるいは左にまわすもので、感情の切なさ

が頂点に高まった時に使う。右にクリズしようと

する時は、一度左へ頭をやって、アゴを落として

から右へ頭を回すorこの時、肩を落とすのが巧み

な技巧となり、女心の哀れが表現されるのだ。人

間の場合だとそう露骨に首を回すと嫌みになるし、

第一、そうは首が動かない。しかし、人形だとそ

れが鮮やかな印象になるJ17) (56頁)。人形は、こ

のクリズをして、うしろを向くわけであるが、こ

のうしろ向きになった姿を、「ウシロプリJ(後振

り)という。ウシロプリはクリズと組み合わせて

使われることによって、「口説きjの切なさのクラ

イマックスを表現する。「切なさという本来は内に

こもった感情を、こうした華麗で派手な形で表現

するわけで、ここにはリアリズムをこえた人形の

美学があるJ17) (62頁)と水落は述べる。人形のひ

とつひとつの動きは、人間の動作の意味の理解か

ら成る日常的リアリズムの応用を越えた、独特の

象徴的・イメージ的表現方法で、観客の感情に作

用している。

3)落語

木村川}ま、物事を解釈・認知する既存の「原図式J
に対して、脈絡の異なった「異化図式Jが作用し、

両者が一瞬援動をおこしたところに笑いが生ずる

と述べる。落語でそれに相当するのは、熊さん、

八つあんのような天才的な組忽者・あわて者が意

味(図式)の取り違えをおかすというような「お

ちJによる笑いである。しかし、そうした「おちJ
のメカニズムだげでは、何度も繰り返し聞かれる

古典落語のおもしろさは説明できない。落語のお

かしさは、「おちJの解釈という「認識」レベルを

越えた、もっと「感覚J的なレベルで生ずる。貞

享4年(1687)という古い時代に記された「正直

附大鑑jにも、弁舌(しゃべり方)と仕方=身ぷ
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り(ものまね、手おどり、しぐさなど)が重要で

あると記されている九しゃべり方や動作の律動

性は感覚的快を与えるが、さまざまな「めりはりJ
(音声の大小、緩急、抑揚)一一旋律性にさらに散

文化の程度を加えたものと考えるーーが加わるこ

とによって、さまざまな表情をもつに至る。落語

では、しぐさのおもしろさが徹底的に視覚に訴え

られる。誇張した表情での誇張したテンポの動作

が展開される。それは、ふつうわれわれが感情を

感じとるための感覚図式(シェマ)からズレてい

るのである。例えば、悲しみは日常的には重くゆ

っくりとした動きで表現されよう。それを軽快に

リズミカルに動作するとおかしくなる。「エン、エ

ン、エンJrオイ、オイ、オイJと泣くことによっ

て、顔の表情、しぐさ(首のふりなど)も律動性

を強める。泣く場面で律動性を強めることは、感

覚的快をもたらすだけでなく、感覚のズレを生み

出すことによって笑いをもたらすのである。悲し

みといったマイナスの感情が全くリアルに演出さ

れたのでは落語とならない。律動性をもって誇張

することによって逆に快いもの、さらにおかしい

ものとされなければならない。しかし、そうかと

いって、落語ではすべての場面がおかしいという

感情で満たされることになるわけではない。喜怒

哀楽の情、さらにははるかに名状しがたい繊細微

妙な情動の種々相も客に受容される。ただ、まっ

たくのリアルさをもって惹起されないというだけ

のことであって、感覚的快、おかしさと交錯した

独自のテンポであらわされるのである。こうした

感情の表出にみられる微妙なニュアンスが、落語

の笑いをコクのあるものにしている。

(2) 伝統的なスポーツ文化としての大相撲

大相撲でも、こうした江戸時代の遊び文化の脈

絡のなかでその「様式性Jの具体性がっくりあげ

られた。それでは、大相撲の「様式jはどのよう

な非日常的な「感覚の平衡性jをもたらすのだろ

うか。ここでは、その様式を「形式面jと「内容

面jに分けて考えることにする。まず、「形式面J
からもたらされる感覚をみよう。相撲では、「異形j

の形態面が「様式Jに包接される。「異形Jの体型

は、「様式Jと調和して一種の連続する絵画的な美

を形成する。大銀杏に代表されるような浮世離れ

した髪型で、まわし一つで裸になった、人並みは

ずれた体型の巨大な男の姿が四本柱で固まれた土

俵(吊り屋根になるのは昭和27年)のうえを動く。

力士の柏手をうち塵をきる姿、四股を踏み、せり

あがり、右足をひきながら、左手を横にかざし、

ついで右左の四股を踏む一連の「律動的な様式

性J、これらは、すべて見る者を超現実的な絵画の
かみしむ もbたち

世界に誘う。団扇を手にした「上下に股立J22) (79 

頁)姿の行事、「浴衣がけに丸ぐけの帯、或は剃下

奴J22) (79頁)といういでだちの前行事(現在の呼

び出し)、さらには、化粧まわしのうえに横綱を帯
てず

した「手数入J(土俵入)などは、さらにこの絵画

美をひきたてるだろう o 一瞬一瞬がー幅の絵とな

って調和的快感を感覚上にもたらす。異形そのも

のは、日常的感覚を転覆し、決して調和的快感を

もたらすものではないが、「様式jを伴うことによ

って感覚的な美を生み出すのである。これは、歌

舞伎が瞬間的な「絵面Jの連続からなり、その何

千・何万コマの中から「浮世絵jが制作されたこ

とと事情を同じくしている。

一方の「内容面Jは、一連の立ち合いまでの動

作を、勝負に至るまでの周到な準備としてみた様

相である。安田は、このことについて実に適確な

指摘をしている。

呼び出しが呼び上げ、行事が名乗る聞に、土俵上の力

士は、チリをきり、四股を踏み、サガリを捌いてシキリ

に入る。シキリのくりかえしーーというより、つみ重ね

の聞でそれが大一番であればあるほど、場内の熱狂はい

やまし、観衆の緊張は、両力士の立合いの微妙な呼吸、

か吋引きまで見落とさぬよう心の準備がなされる。そう

いう仕掛貯になっている。観衆は、力技が争われるまで

の周到な「手続jを含めて、この仕掛けに熱狂し、その全

体を「勝負jと感ずる。そう観るのである27)。

仕切りの「つみ重ねJのなかで、熱狂が増して

いく。様式をつみ重ねる力士の顔面、身体、筋肉

の微妙な動きに、立ち合いの微妙な呼吸、かけ引

きを感じることができる。また、これらの動作と
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動作との「間Jも、極めて繊細な持情空間である。

呼び出しが呼び上げてから、行事が名乗るなか、

両力士が塵をきり、四股を踏み、塩をまき、サガ

リを捌いて仕切りに入るまでのそれぞれの「間J、
その後、両力士が下がって座り、顔を拭いたり、

口をすすいだりする「間」がある。こうした「間

合いJにこそ、繊細微妙な情動の種々相が受容さ

れると言えよう。これは、前意識的な次元での感

覚=運動的感応を根底にした「感応的同調Jによ

るもので、「互いの感覚や情動や精神状態さえも、

いわば身体的に感得し、内面化するJ6)という潜在

的な知覚作用であると言えよう。それは、力士の

息づかいを直接的に体験することであると言えよ

うo また、反対に対象である力士には属せしめら

れない感情内容で観客に受動的に生じる感情反応

というものがある。木幡はこうしたものを「主観

的状態感情J13)と呼ぶが、相撲では「間Jに区切ら

れた仕切りの一連の動作がくり返され、立ち合い

へと近づいていくにつれ、観客の心的状態が緩急

リズムを織りなし、沈静、緊張、震感、輿宮へと

昂揚していくところに見られよう。新たな感覚の

平衡性は新たな生のエネルギーを昂揚するのであ

る。

このように、力士の繰り返す「様式Jは調和的

感覚をもたらしながら、次第に感情をも誘発-し、

心の興奮をもたらすことによって、これから始ま

ろうとしている取組が生み出す「カ動美J一一生

命の躍動一一のプレリュードとなっていると言え

よう。様式美が力動美をもりたてている。大相撲

の芸術性はスポーツ性へと有機的に関連しているo

4 .結館

大相撲は、江戸のデカダンスからもたらされた

「異形Jの愛好を抜きにしては語れない。この「異

形」の愛好と興行上の理由一一すなわち、許可を

得るために野卑性を脱し社会的格式をあげなけれ

ばならないという理由一ーから、「様式Jを洗練す

る必然性が生じたと言える。この大相撲の「様式J

は、当時の遊び文化一一歌舞伎や人形浄瑠璃、落

語一一の脈絡でみることによってその特徴がより

明らかになる。これらの遊び文化は、日常的感覚

を転覆させ、非日常的な感覚的調和をもたらすと

いう、いわば「祝祭性」をもつものであった。感

覚の転覆が、転覆でなくなり、逆に調和をもたら

し、平然とした感覚でとらえられるようになる。

歌舞伎や人形浄瑠璃の劇場とか廓が「悪所Jと呼

ばれたのは、禁患や秩序の侵犯という「毒性Jが

平然と抵抗なく受げ入れられたからであろう。

大相撲も、こうした新たな感覚体系を生むとい

う脈絡のなかでまさにとらえられる。相撲の「様

式jは、「異形Jという日常的感覚を転寝するカタ

チを絵画化することによって、感覚の平衡性をも

たらす。こうした「様式Jがっくりあげるー幅一

幅の絵を連続させて旋律的な流れとして見た場合、

微妙な感覚や情動の種々相が感得され、取組すな

わちスポーツとしての勝負へと興奮が高まってい

くことになる。このように、スポーツの文化的特

性を遊び文化の脈絡でとらえていくことは重要で

あろう。たとえ身体的活動を伴わず、スポーツと

は関係のないように思われる遊びでも、深いとこ

ろで必ずスポーツと通じ合っているのである。

最後に大相撲を通して、わが国の伝統的スポーツ

文化の成立の特性を垣間みるならば、グートマン

のいうようなスポーツの近代化の理論一一「スポ

ーツはその宗教的・儀式的性格を払拭し記録の追

求に向かうJ2)ーーとは異なっているということ

だ。大相撲はスポーツとしての成立にあたって、

逆に宗教的・儀式的性格を帯びていったのである。

しかし、その実質は逆「世俗化Jを意味するので

はない。それは、信仰心からというよりは、実戦

的な武術としての武家相撲から野卑性を解消し、

社会的格式をあげるためであった。伝統的な信仰

民俗がそれに利用されたのである。土俵、膝や指

を地につけたら負砂というルール、禁技の制定に

よって、武家相撲の野蛮さを脱したが、さらにそ

の勝負をとりまく様々な面を美的に様式化するこ

とによっても野卑性を払拭しようとしたのである。

柔・剣道も、それまでの「実戦J的武術からスポ

ーツとなる際に、技の「型Jや礼儀作法をつくる、

神棚を祭るというような様式化が生じている。こ
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ういったことは、戦いの術から生まれた日本のス

ポーツならではの性格かもしれない。
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ネパールの遊戯における宗教的背景

金田英子(長崎大学教養部)

Religious Background of the Games in N epal 

Eiko Kaneda 1) 

Abstract 

The legend says that Nepal is said to be one of the oldest countries in South Asia. It was unified 

as a country in 1768. However， Nepal was isolated from the 19th century to 1951. Since the opening 

of a country， modern sports and games have been imported mainly from India， while some traditional 

games are still existing for a long time. 

Although the national religion is Hindu， many small tribes live together in Nepal believing in their 

own gods. Various festivals related to Hindu ones are held throughout the country in a year. Based 

on this religious background， the samples of games are coUected by field work from the three major 

areas in Nepal， and are examined in comparison to those in the similar situations in the other 

neighboring countries. 

The result shows that the traditional game in Nepal is peculiar from the point of view of religious 

living patterns was not found. However， it is revealed that the games in the Himalayan area are 

influenced by Lamaism， while those in Mountain area and Tarai Plain are under the influence of 

Hinduism. Some games such as swinging and kite-flying， which are closely related to Hidu gods， are 

observed in the Mountain and Tarai areas. 

はじめに

古代ネパール史を実証する最古の史料は、現在

のところリッチャヴィ王マーナデヴィア 1世が後

世に伝えたサンスクリット語による碑文で、そこ

には386年と記されている陸九この王朝は 9世紀

後期まで続いた。それ以前についての明証は現在

のところ見あたらず、伝説によるとネパールは南

アジアで最も古い国のーっと言われている。国家

として統一されたのは1768年で、 9世紀末から18

世紀中期にかけては小王国が散在していた。 19世

紀以降、 1951年まではラナ一族が実権を握り鎖国

状態が続いたが、それ以降開国と同時に急速に近

代化が進んだ。近代スポーツや遊戯もその影響を

受け、主に隣接するインドから導入されることに

なる。しかしこの連綿たる歴史の流れからも推考

できるように、そのはるか以前からのエスニツ

ク・スポーツや遊戯も存在し続けており、それら

1) Dゆartment01 Health and Physical Education， Faculか01Liberal A rts， Nagasaki University， 1-14 

Bun付0・machi，Nagasaki 852， Ja.μn 
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は様々な変容を遂げながら今日に至っている。中

でも特に注目されることは、さいころ遊びゃ凧揚

げ、ぶらんこなどといった遊戯が宗教と密接な関

係にあり、今日でもなおその特色を強く残しなが

ら引き継がれていることである。しかしながらこ

れまでのところ、ネパールが開国されてからまだ

聞もないことや発展途上国でのフィールドワーク

が困難であるという様々な理由から、ネパールの

遊戯についてはほとんど手つかずの状態であった

と言わざるを得ない。したがって今日においても

なお、その概略すら把握できていないのが現状で

ある。

そこで本稿ではネパールの遊戯の中から特に宗

教との関わりの深い遊戯について、これまでの現

地調査をも踏まえて概観し、そこにスポーツ人類

学的立場から若干の考察を加えることを試みた。

1 .対象国の概況

インドと中国のチベット自治区との問、ヒマラ

ヤ山脈の南に位置するネパールは、東西約850kmに

対して南北わずか約200kmであるが、北は標高8000

m級の山々が、また南は標高300m以下のタライ地

域と呼ばれる南部低湿地帯が続いているo ヒマラ

ヤ地域(標高3，000m以上)の人口は極少で、ヒマ

ラヤ地域と山岳地域(標高1，000m以上........3，000m

未満)の境界近辺からようやく集落が散在してお

り、大半は山岳地域やタライ地域に定住しているo

人口約2，060万人(1995年)から成る多民族国家

で、同一民族が圏内に散在している。民族の分布

を大別すると、北・東からのチベット・ピルマ系

と、西・南から移動してきたインド・アーリア系

に分かれており、北部はチベット仏教、南部はヒ

ンドゥー教、カースト制の影響を強く受けている。

公用語はネパール語であるが、この他にも40ほど

の言語があると言われている。また、異民族問の

婚姻が今日もなお慣習的に許されておらず、それ

ぞれ独自の民族習慣を色濃く残しながら集落を形

成しているo カースト・システムは、インドのそ

れに比べて柔軟であるが、地域によっては民族の

差異をカーストの序列に相応させてしまう傾向が

見受けられる。信仰の自由から、ヒンドゥー教と

仏教が複合して独特な宗教観や慣習をもたらして

おり、また南部ではイスラム教徒も定住している

が、国教をヒンドゥー教と定めているため暦の上

ではそれにまつわる祭礼行事が多い径九このよう

な複雑な地形と民族構成に、各地の土着的要素が

加えられた結果、圏内に散在する同一民族は地域

によって慣習を異にしてきた。

それぞれの民族あるいは地域に伝承されてきた

遊戯も同様に、複雑な地形と民族構成が名称や遊

び方を微妙に異なったものにしてきた。さらに宗

教色の濃い遊戯としては、さいころ遊び、凧揚げ、

ぶらんこなどが挙げられるが、これらの遊戯もチ

ベット仏教に関係があるものはヒマラヤ地域に、

ヒンドゥー教に関係のあるものは山岳地域および

タライ地域に多く見受けらるなどの特色を有して

いる。

2 .遊戯形態の概要とその宗教的背景

2 -1.パーサー;さいころ (pasa)

2-1-1.チベット仏教儀礼の中のさいころ振

り

チベット仏教の宗教儀礼の中にもさいころを振

る場面がある。それは、日本の四十九日に相当す

る死者に対する供養の儀式の最後の方に行われる。

儀式はチベット仏教では 3日間行われ、その最終

日にさいころが登場してくる。そしてそこではさ

いころの回数の出方によって死者に対する神の意

思が占われる。

ここに、 1988年8月25日、ヒマラヤ地域に位置

するムスタン (Mustang)郡マルフアー (Marpha)

村の一民家で参与観察にて採取した調査記録の一

部を引用しよう o

家に戻りお経をあげ、その後で米ざるに、白

い布、白いさいころ、白い神様(小麦粉から作

ったと思われる)と、黒い鍋(炭を塗っている)

に、黒いさいころ、黒い悪魔を置く。白い方に

父親、黒い方に母親が、防空頭巾のような形を

した布をかぶって座る。父親は頭に白い布を巻

き付けている。母親は鍋の炭(=黒いティカ凶>)
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を親指でつける。父親は時々お酒を飲むが、そ

のコップの 3方にギー酬が塗られており、お酒

の蓋にもギーが載せられている。父親が最初に

両耳にギーをつけ、手を洗い、長いナイフを持

って座る。お経が途切れたところでさいころを

振る。次にまたお経が途切れたところで今度は

母親がさいころを振る。白の目数が黒の目数よ

りも大きい場合は勝ちで(なかなか勝負がつか

ず、 3回女の人が入れ替わる。同数では無効と

なる)、勝った時点で父親がナイフで黒の悪魔の

さいころを切りつけ、両方のさいころを一つに

まるめてしまい、他の人が部屋の外へ持ち出し

た。

ここで注目されることがらは、白のさいころの

目数が黒のさいころの目数よりも大きくなければ

ならないという点である。つまりさいころの回数

の出方に神の意思が体現されていると言えよう o

したがって神の恩寵が示されている白のさいころ

の目数が、黒のさいころの目数を上回れば、それ

が死者に対して保証されることになる。ゆえに白

のさいころの回数が黒のさいころの目数を上回る

まで上述した行為が繰り返し行われなければなら

ないのである。ここに死者に対する神の恩寵を絶

対的にしようという遺族の願望を読み取ることが

できる。

2-1-2.パーラー(para):チベット仏教伝説

の中の賭博

ムスタン郡ジョムソン(Jomsom)村では、パー

ラーという賭博に人気が集中している。さいころ

を振る人は、 2個のさいころを木製の台に革を張

った器に入れて軽く振り、そのままかぶせるよう

にその器を場に置く o 振られた 2個のさいころの

目数により、予測者の持ち駒である宝貝の授受が

行われ、最終的にその宝員の数から持ち点を算出

し金銭に替えるD このパーラーと呼ばれる賭博は、

チベット仏教の伝説である「高僧ヤンテン・ラマ

伝凶Jの中にも登場する。それはヤンテン・ラマ

がロンポ・トッペ・ラマというお上人を捜しに旅

している途中の場面であるが、これについては川

喜多二郎監修 f神話と伝説の旅jが詳しいので次

に引用しよう九

旅の空に随分と年をとり、やつれはてたヤン

テン・ラマは、ある年のこと、ラッサから故国

をめざして帰路についた。その途中、ツオール

タンガという国境(今のムスタンとチベットの

境)へ、ヤンテン・ラマは、ふろしき包みを首

にまいてやってきた。すると、そこに、三人の

牛飼いが、さいころをふって時打をやっていた。

最初に一人の牛飼いが「セリ・セリ・テトサ

ン・マンボ、ネザ・テンベ・ユタ(東の東の土

地はどっさりさ)Jこういって、さいころをふっ

た。

次に、二人目の牛飼いが「ロ・モンタン・サ

ッケ・ションベ・キリワラ(羊の腸のように木

椀をあつめたロ・モタン)Jこういってきいころ

をふった。

三人目の羊飼いが「ロンポ・トッペ・ラマ、
トウチェ

ありがとう」こういってさいころをふった。

かたわらで見ていたヤンテン・ラマは、ロン

ポ・トッペ・ラマの名を耳にすると、ぽーっと

気が遠くなって倒れてしまった。びっくりした

羊飼いたちは、土に息を吹きかけ、その土をラ

マにふりかげた。ラマがわれにかえると、羊飼

いたちは、どうしたんだと声をかけた。こうし

て、ロンポ・トッペ・ラマの居場所を思わぬと

ころで知り得たヤンテン・ラマは、彼と話をす

ることができ、いろいろな教えを授かったので

ある。

この神話に登場してくる時打が今日に伝えられ

ているパーサーなのかどうかは、この脈絡からは

読みとれない。しかしながら、本書で語られてい

る聞き取り調査 (1977年実施)には、パーラーの

写真とともに上述したように記録されている。

2-1-3.パチシとルド (pacIsI，luQo):ヒンド

ゥー教神話の中の賭博

盤上遊戯であるパチシ底的は、山岳地域やタライ

地域でしばしば見受けられる。この遊戯は、遅く

ともインドでは 6世紀には興じられていたと言わ

れているが、実際にはそれ以前にも行われていた

と推測されているヘ
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遊戯方法および名称の由来は、増川宏一著『ゲ

ームの博物誌jが詳しい。そこには次のように記

述されている九

十字形になった盤は一つのプロックが三列に

並んだ八個ずつの析目で、それぞれ直角につな

ぎ合わせた形になっている。この折目をさいこ

ろをふって、色分けされた四個ずつの駒を動か

す競争ゲームである。すべての祈目の九六個を

進まなければならないので、少々時間のかかる

遊びであるo さいころは宝員を用い、元来は六

個であるが四個の場合もある。ふった時に全部

が裏になった時、つまり丸く盛り上がった面が

出た時は最高の目でこれをパチシという。これ

がこのゲームの名前になった。

通常遊戯盤は布で作られているo ヒンドゥー教

徒が指摘する説によると、石から作られた駒はリ

ンガを問、さいころの代わりとなる宝貝は女性の

性器を表しているという o だが盤となる析目が何

を意味するのかまでは伝えられていない。

また、このパチシは「パチシを遊ぶ女たちをな

がめるクリシュナ神凶>Jの絵画にもあったり、イ

ンドの叙事詩であるマハーパーラタにも語り継が

れていたりするなど、ヒンドゥー教の中にもしば

しば登場する。マハーパーラタの中では、パチシ

はシャクニ凶}にのせられたユディシュティラと、

シャクニの甥のドゥルヨーダナとの聞に展開され

る賭博として描かれている。そのあらすじは、ユ

ディシュティラは、宝石や金銀、馬など次々に賭

けたがすべて負けるo 賭けるものをすべて失って

しまった彼は、最後に自分の妻であるドラウバデ

ィーを賭けるがやはり負けてしまう。しかしドラ

ウパディーはそれに応じなかったので、ドゥルヨ

ーダナ・は弟のドゥッシャーサナに言って連れてく

るように命じる。ドゥッシャーサナは力ずくで彼

女の衣を取りあげようとしたが、彼女は気絶して

しまう。それでもなおドゥッシャーサナは彼女の

着物をはぎとろうとするのだが、ヴィシュヌ神の

サクティー(カ)で、一枚をはぎとるやいなや新

しい衣が現れて彼女の体を覆ってしまうので、疲

困怨して座り込んでしまうというものである九

このようにパチシは、時にマハーパーラタとい

う叙事詩に便乗して国境を越えた人々にまで伝播

していったといえよう。しかし、それがいつ頃か

らのことなのか特定するのは難しい。マハーパー

ラタは、聖者ヴィヤーサの心に浮かびくる物語を

ガネーシャ神創的に口述記録させたということに

なっているが、実際には紀元前400年頃から紀元後

200年ごろに至る約600年の聞に、何人かの賢者が

何らかの歴史的事実に当時の民間口承伝説を織り

まぜて物語りをつくり、それに新しい要素を次々

と書き加えて、今日見られるような形に仕上げて

いったのではなかと考えられている九これらの

ことから推すと、確かにマハーパーラタの中では

盤上遊戯が行われているが、必ずしもそこではパ

チシには限定されておらず、今日に伝承される物

語の中にこそ賭博としてパチシを行っている様子

が明白に伺えるのである。したがってこのパチシ

という遊戯形態がマハーパーラタが創話された当

初からあったのか、あるいは後に書き加えられた

要素の 1つなのかは現在のところ明かにされてい

ない。いずれにせよ、マハーパーラタのこの場面

では、パチシを行うことが目的ではなく賭博その

ものの行為が重要であったと推察される。

このパチシはまた、インドのムガル帝国第3代

皇帝のアクパル(AKBAR、在位1556-1605)が支配

した時代にも興じられていた。例えば、アクパル

は1574年にアーグラーの南西38kmに位置するプア

テーブル・スィークリー (FatehpurSikri)に遷

都したが、その宮廷内の石畳には今日でもなお、

巨大なパチシの遊戯盤を描いた図画が残されてい

る。アクパルらが宮殿の上階から人駒を動かしな

がらパチシに興じていた史跡が伺えるo 隣接国で

あるネパールには、このようにパチシが大流行し

たインドから伝播したものと考えられる。

ところで、パチシと類似した盤上遊戯にルドが

ある。ここでルドについて考察してみよう。ルド

もパチシと同様にタライ地域および山岳地域に多

く見られ、今日では紙のゲーム盤が簡単に入手で

きることもあって、子どもから大人まで年齢を問

わず親しまれている。ルドはその伝播経路をパチ
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シと同様にインドに見ることができ、増川宏一著

『ゲームの博物誌jではその発祥をイギリスに特定

している。すなわち、 1858年にイギリスがインド

を直接統治するようになるとイギリスとインドで

はますます人の往来が盛んになり、その影響を受

付イギリスでもパチシが遊ばれるようになる白し

かしインドのそれとは様相を異にしたもので名称

もラテン語で遊びゃゲームを意味する「ルドJと

し、十字形の盤と四隅に駒を置く場所をつくって

全体が正方形の形になったとしている九したが

って、このルドはインドに逆輸入され、それが今

日のネパールに伝播したものと考えられる。

2 -2.ツァンガ;凧揚げ (camga)

ネパールの凧揚げはヒンドゥー教にまつわるイ

ンドラ祭剖1)が終わった乾季 (8月頃)からダサイ

ン(10月頃)怪聞にかけて山岳地域やタライ地域で

見ることができる。

凧は細い竹でつくった骨組みに紙を張り、これ

に糸をつけ風を利用して空にあげるものであるが、

ただ単に上空に揚げるだげでなく、相手の凧を落

としたり、糸を切ったりして自分の凧を空中に残

すことを競い合ったりもする。そのために、糸に

は樹木の汁を煮て作った糊に土やガラスの破片な

どを混ぜ合わせたものを塗り付げるといった工夫

が凝らされている注目》。現在、カトマンドゥーで購

入できる凧はインド製のものであり、市販されて

いる凧糸は一見普通の凧糸のように見受けられる

が、実はガラスの破片などをすでに組み込んで作

られた特殊な糸である。

凧の起源には、中国と東アジア・東南アジアの

どこかといった 2つの説があり、後者の説ではさ

らに、マレ一人を介してインドに入ったと言われ

ている九朝鮮やマレーシアの人々の間で行われ

ている凧揚げは、鳳にその年の災難事などを書き

つけて揚げ、凧といっしょにすべての災難を退散

させるため、凧糸を切ったり焼いたりする風習に

よるものである九また中国や朝鮮半島では、正月

に凧に持病やお払いをしてほしい病気、具合の悪

い身体部位などを記し、高く揚げたところで糸を

切り、遠くへ飛ばしてしまう身代わり凧の習慣が

ある九このことから、凧糸を切ることに重点がお

かれた凧揚げは、多くの場合新年に行われるもの

であり，ネパールのそれとは季節的な差が生ずる

ことになるo

いっぽうネパールの凧揚げに関しては、東南ア

ジアのデルタやタイ国に見られる凧揚げのように、

乾季招来の目的を持つという説も見られる。乾季

は、稲の実りを完全なものにするのに欠かせない

条件でもあるので、凧を揚げインドラ神に雨を降

らすのをやめてくれと通信をしているというもの

である 12)。したがって、それは新年の行事ではな

い。インドラ神は、紀元前14世紀のヒッタイト文

献のなかに、すでにその名が記されているほどの

歴史を有しており、空界神に位置づけられている。

空界神は、地上世界と天界とのパイプ役を果たす

神々のことである。多くの化身の姿をとった神や

神の劇、神と人間の交流に関する物語が綴られて

いるプラーナ文献には、いくつかのインドラ神に

まつわる神話が説かれているが、その中でインド

ラ神とガルダ(霊鳥)について次のような一節が

ある注以11)。

ある時、ガドルーは自分を子供(ナーガ)た

ちとともに、大海の中にある島ナーガーラヤ

(r蛇の家Jの意)に連れていくようガルダに命

じた。そこでガルダは彼らを肩の上に乗せ、空

高く飛んだところ、太陽の強い熱によってナー

ガたちは死んだようになってしまった。困惑し

たガドルーはインドラに祈って救いを求めた。

インドラが雨を降らせて大気を涼しくし、彼ら

を救ってやったので、カドルーたちは大海の中

の美しい島につくことができた

このように、インドラは空界神であるがゆえに

「水Jを自由に操ることができる神でもある。よっ

て凧を利用して地上から天界にメッセージを送信

していると考えても不自然ではない。だがここで

は凧は交信の役割を担っているのであるから、凧

糸が切られるという行為があってはならない。

以上のことから、ネパールに見られる凧揚げの

ルーツには厄除けと乾季招来という 2つの解釈が

可能であるが、その詳細については議論の余地が
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残されていると言えよう。

2 -3. ピン;ぶらんこ (pina)

タライ地域や山岳地域地域で、ダサイン(10月

頃)からティハール (11月頃)創的にかけて年中行

事的に営まれ、老若男女を問わず親しまれているo

地方によっては、ぶらんこの上にヒンドゥー教の

女神を乗せて動かすところもある。その種類も、

1本の横木の両端に綱を結んで吊るしたリンゲ・

ピンと呼ばれるもの、観覧車のように回転体を地

面に垂直に置き、円周上に等間隔に板を貼り付貯

たロティ・ピンと呼ばれるもの、さらに希ではあ

るが近年では、回転体を地面に水平に置いたメリ

ーゴーランド式もある。

ところで、ぶらんこがインドを中心に東南アジ

アおよび東アジア一帯と広範囲にわたり分布して

いる重要な理由の一つに、これが元来ヒンドゥー

教の儀礼として確立していた事情があったと言わ

れている。すなわちヴェーダ時代則的のぶらんこ

(プレンカ)は、冬至の頃は萎えた太陽に再びカを

与える太陽呪助の意味があり、また時として豊穣

(多産)を予祝する天地父母の聖婚でもあった。さ

らにはぶらんこが太陽と風とに同一視されたこと

から天地媒介の機能をも持つという三要素から成

るヒンドゥー儀礼でもあった。そして伝播の先々

で三要素あるいはその一部を植えつけていったと

されているlヘネパールに見られるぶらんこも、そ

れらの影響を受けて伝播したものであるとするな

らば、ダサインからテイハールという特定の期間

にしか行われないことからして、太陽呪助の意味

はないものと考えられる。また、この時期はすで

に稲の収穫も終えていることから、天地媒介の機

能も、稲の生育におよぽす風雨の影響を配慮して

行われた凧揚げほど意味深いものではないと推察

できる。ゆえに豊穣を予祝する天地父母の聖婚と

いう考え方が最も適合する。すなわち、その年の

収穫に感謝し、翌年度の豊作を祈願するためのも

のであるといえよう。しかしそのような宗教的意

味は今日のネパールにおいてほとんど伝承される

ことなく、ダサインやティハールといった長い休

日をより面白いものにするために興じられている

のが実状である。

まとめ

本稿ではネパールでの遊戯の中から、さいころ、

凧揚げ、ぷらんこについて宗教的背景を考慮しな

がら考察を進めてきた。その結果、チベット仏教

では儀礼の中にさいころ振りが用いられるが，こ

れは死者に対する神の意思を占うものであること

が明らかにされた。また、さいころを用いた賭博

に着目した場合、パーラーはヒマラヤ地域でチベ

ット仏教伝説の影響を受げており、パチシやルド

は山岳地域およびタライ地域のヒンドゥー教神話

の影響を受けていることが明かにされた。これは、

ネパールが多民族国家でかつ自由な信仰が認めら

れていることに起因する。さらに、ヒンドゥー教

の神々と関係のあると言われている凧揚げやぶら

んこは、山岳地域およびタライ地域に見られた。

前者ではその由来について、厄除けと乾季招来と

いう 2つの要素が考察されたが結論を導くにはい

たらなかった。また後者では、ぶらんこの意味は

その年の収穫に感謝し、翌年度の豊作を祈顧する

ためのものであるが示された。

以上のことを総指すると、これまでに論じてき

たさいころ、凧揚げ、ぶらんこといった遊戯は、

いずれも宗教に便乗しながら伝播していったと見

なすことができょう。そしてネパールに伝播され

た遊戯は、複雑な地形や民族構成の影響を受げそ

の形態が変容しても、あるいは遊戯本来の宗教的

意味が失われてしまっても絶えることなく今日ま

で伝承され続砂ている。

注

注 1)この碑文は、首都カトマンドゥーの東12キ

ロのチャングナラヤン寺院にある。現在、これ

はシャカ暦の年代とされており、西暦464年に換

算されている。

注2)ネパールでは通常、ヴイクラム紀元を年号

とし、太陽日 (gate)、太陰日 (tithi)、西暦

(ta訂kh)といった 3種類の暦が並行して使用さ
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れている。ヴイクラム紀元とは、古代インド史

においてウッジャイニーを統治して vi・

kramaditya王がシャカ族に勝利した記念を初

まりとし、西暦前58年を紀元とする。

祭礼の日取りは、大部分が太陰暦(tithi)で決

まるが、人々はその太陰暦(tithi)に対応する太

陽暦に基づき供儀を執り行う o したがって太陽

暦では毎年、祭りの月日が若干ずれることにな

る。

注3)この時、鍋には一面に炭が塗られていた。

ティカとは額につける印のことo 通常は赤色を

つける。自分でつける場合、ヒンドゥー教徒は

必ず右手の薬指先でつけるが、ここで見た光景

では右親指でつげていた。

注 4)ghee:水分を蒸発させて精製したバター

脂肪のこと。チベット茶に用いられる。またチ

ベット仏教の儀礼には欠かせないものである。

注5)チベット仏教では高層の僧をラマと呼ぶ。

注6)ヒンドゥ一語やネパール語では、数字の25

をパッチスと言う o パチシはそれが転枕したも

のである。

注7)男根の象徴で、先史時代からの男根崇拝が

シパ信仰と結びついたものとされている。シパ

寺院では、女性器ヨーニと結合した形の神体が

記られている。ヒンドゥー教ではリンガの形に

類似した石をリンガとして崇拝する風習がある。

注8)これはヴィシュヌ神の化身である。ヴィシ

ュヌ神は、プラフマー、シパとともに 3神の一

つである。生類救済のための10種の形をとって

世に現れるといわれている他、植物や穀物にも

化身としてたとえられることが多い。その第 8

番目がクリシュナ神で、最も重要な化身とされ

ている。

注9) ここでは誰しも認めるさいころふりの名人

として登場している。

注10)galJe~a: ガネーシヤ o ガネーシャは、象頭

人身をした知恵と繁栄の神で、シパ神とその神

妃パルパティーとの聞に生まれた息子とされて

いる。

注11) インドラ祭は、カトマンドゥーの祭りで毎

年9月頃8日間行われる。この祭りは非常に複

雑な要素を含んでおり、この期間にさまざまな

共同社会の儀礼・行事が行われる。中でも生神

様の巡業やインドラの御柱の建立は特に有名で

ある。

注12)ダサインはヒンドゥー教最大の祭りである。

da~amï には f10J の意味があることから、この

祭りは10日間の祭あるいは10日目の祭りとされ、

10日目に最高潮に達するo しかし、実際にはこ

の一連の祭りは15日間続く。悪に対する善の勝

利を祝うものでもあるが、ネパールや東インド

では、水牛の悪魔に対するドゥルガ一女神の勝

利を祝い、またインドの他の地域では、魔王ラ

ーヴァナに対するラーマ神の勝利を祝うなど、

地域によりその特色を異にしている。

注13)現在では、付んか凧の光景はほとんど見ら

れない。また、近代化とともに電気が普及し街

中に電線が張り巡らされると、かつてのように

は揚げられなくなったという o また、このけん

か凧は長崎の「ハタJに極似している。

注14) ここに登場してくるナーグとは神格化され

た蛇で、降雨や水に関係がある。ヒンドゥー教

では、頬をふくませたコプラの姿で、しかも多

頭で表現される場合が多い。

注目)灯火の祭典(ディワーリー:cliavali / kar-

tika kr切aamavastha)は、ダサインと並んで

重要な祭りとされており 5日間続く。ヴィシュ

ヌ神の妃であり、かつ富の女神であるラクシュ

ミー神もディワーリーで拝まれる。ほとんどの

家庭で女神を迎えるためにランプが一晩中とも

される。

注目)インドの時代区分で、 1，500~500B.C.を指

す。
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abstract 

The purpose of this paper is to describe the quick information system of water polo games in the 

Universiade 1995 Fukuoka and later to make clear the characteristics of each team by analyzing the 

data. 60 subject games were analyzed by the number of shots， percentages of goals， personal fouls， 

and percentages of goal keeper saves. 

The information of each game was distributed to spectators， including some comments on the 

game with 30 minutes of the games' finish. And then the players were ranked according to each 

games' data. It suggested that spectators were interested in watching the games of water polo 

because of each games' data and ranking. 

After the Universiade， the characteristics of each team were found by summing up the data of 

each game. All the data tended to be bigger as the teams' ranking increased. But in the case of the 

lPN team (ranking No. 10)， it became clear that the percentage of goals was high as compared to 

the number of shots. 
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緒 言

ポールゲームの分析は、一般に得点、パス、フ

ァウル、ミスに関する内容、攻防のフォーメーシ

ョンパターン、選手の移動軌跡などについて行わ

れてきている。このような内容に関する分析をゲ

ーム中に即時行い、作戦の変更や選手交代に役立

てたり、また試合後に分析を行い、作戦を立案す

る際に利用したり、ゲーム特性からトレーニング

方法に関する情報を得るための研究が行われてき

た2}0・その方法としては、スコアシートに記入する

方法1)、ビデオ撮影後に分析する方法川、コンビュ

ータ入力によるリアルタイム分析法聞が用いられ

ている。水球競技においても、プレーヤーやポー

ルの動き 12)、得点差旬、退水3)6)、攻撃・防御パター

ン4問、リアルタイム分析5)7)などの研究が行われて

いる。

ところで、近年日本国内でも頻繁に、様々な競

技の国際試合が開催されるようになった。そこで

は、競技運営を円滑に進めるだけでなく、各試合

の結果や大会中の各種データを客観的にフィード

ノfックする必要性が求められる。そのために今後

は、公式記録のデータベース化、データの報道機

関への提供、パンフレツトの配布やモニタでのリ

プレイなど観客やファンへのサービスの必要性も

重要であると思われる。

これまで水球競技では、研究や戦術のためのゲ

ーム分析は行われてきたが、得点、シュート、退

水、キーパーなどに関するゲーム状況の速報は圏

内では行われていない。このような内容のデータ

が、試合毎に速報されれば、観客は注目する選手

や活躍度を知ることができ、試合をより楽しめる

ことができる。

そこで福岡ユニパーシアードでは、これまでの

ゲーム分析を参考にして、観客がより興味を持て

るようにゲーム状況の速報を行ったので、そのシ

ステムと内容を報告する。また、速報に使われた

データは後に集計することにより、水球のゲーム

状況を把握したり各チームの特徴を知ることがで

きる。そこで、速報システムを報告することに加

え、得られたデータを集計して今後の水球の発展

に有用なデータを提供することも行った。

方法

1 .分析試合及ぴ分析期間

対象としたデータは、 1995年 8 月 24 日~9 月 1

日に行われた福岡ユニバーシアード大会水球競技

における全60試合(16チーム)であった。この大

会での各チームの成績は表 1に示すとおりであっ

表 1 1995年福岡ユニパーシアード

水球競技にお付る順位と国の略称

順位 国 名 (略称)

ユーゴスラピア (YUG) 

2 ハンガリー (HUN) 

3 オーストラリア (AUS) 

4 ロシア (RUS) 

5 フランス (FRA) 

6 オランダ (NED) 

7 カザフスタン (KAZ) 

8 イタリア (ITA) 

9 アメリカ (USA) 

10 日本 (JPN) 

11 スロ/~キア (SVK) 

12 中国 (CHN) 

13 プラジル (BRA) 

14 ギリシャ (GRE) 

15 韓国 (KOR) 

16 カナダ (CAN) 

た。なお、チーム別のデータを比較する際に、 1

~4 位を上位チーム、 5~12位を中位チーム、

13~16位を下位チームとした。

2 .分析システムの構成及び流れ

図 1に示すとおり、試合開始とともにデータの

記入(記録員 1名、補助員 1名)、戦評の作成(記

録員 1名)をプールサイドのオフィシャル席右横

で試合の終了まで行った。次に、コンビュータ室

にてデータの集計と入力、戦評の入力と校正を行

い、プリントアウト(各A4版)した。その後、

データの集計と戦評を合わせ (A3版)、 100部コ
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オフィシャル席 コンビュータ室 観客席

くゲーム分析> プリントアウト

く戦評>

i困

H …吋〈…分;-----------------------~ 

試合開始 試合終了 速報用紙完成

図 1 分析・速報システムの流れ

ピーして試合の速報用紙 (A4版)を完成させ

た。それを即座に 2階の観客席入口の受付で、入

場する観客に配布した。大会期間中は以前の試合

のデータも配布できるように補充した。なお各行

程に要した時間は、ゲーム分析に50--60分、デー

タ入力及び作成に20--30分であった。

3 .分析項目および速報用紙

分析項目は、①チームの攻撃数、②各選手のシ

ュート数、③得点数、④シュート成功率= [得点

数/シュート数]、⑤ノfーソナルファウル{凶}奪取数

(奪PF数)、⑥被パーソナルファウル数、⑦キーパ

ーのシュートセイプ数(キーパーセイプ数)、⑧キ

ーパーのシュートセイプ率(キーパーセイプ率)=

[キーパーセイプ数/(キーパーセイプ数+自チー

ムの失点)]で、表2に示す分析用紙に記入を行っ

た。

また表2は、ゲーム No.29のAUS対lPNの分

析記入用紙である。各ピリオド毎に記入欄を設け、

それぞれの項目で斜め線のチェックを行った。シ

ュートの場合は、シュートするとその選手の欄に

斜線を記入し、それが得点、になると反対の斜線を

入れて×印を記入した。 PFやキーパーセイプ率

に関しては、斜線だけを記入した。各ピリオドに

項目毎の確認を行い、ゲーム終了後直ちに全体の

集計を行った。

戦評は、チームの分析、個人能力の分析、競技

上の観点、という 3つの項目に分けてそれぞれ400

字程度の文章を作成した。作成に当たっては、ス

タートリスト及び前試合までのデータを参考にし

た。各試合で集計したデータと戦評を合わせて、

表3に示すような速報用紙 (A4版)を作成した。

4 .個人データの集計と個人ランキングの作成

1次予選が終了した後から、各ゲームのデータ

を選手ごとに集計して得点(得点、シュート数、

シュート成功率)、奪PF数、キーパーセイプ率に

関する個人ランキングを速報していった。得点ラ

ンキングは、得点数が多い選手から順位付けし、

総シュート数とシュート成功率を記入した。奪

PFは獲得数が多い選手から順位付付した。キー

パーセイプ率は、試合の出場時間が少ない選手を

除外するため、キーパーセイプ数+自チームの失

点が50以上のキーパーを対象とした。

5 .各チーム毎の集計

大会後には、これらのデータをもとに、各チー

ム毎のシュート数、シュート成功率、奪PF数、キ

ーノfーセイプ率を算出し比較を行った。

(注 1) パーソナルファウル (PF)とは、①退水

を伴うファウル、②ペナルティスローを伴うファ

ウルのことで、 1ゲームに同じプレーヤーが3回

犯すと、そのゲームには出場できなくなる。また、
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表 2 ゲーム分析記入用紙(片方チーム分)

Game No 29 ('95.8.27) 
Blue J P N 

チーム攻撃数 1P 2P 3P 4P 

VIIXlIXIIII~1 1JIIIIXII1.IX/IIIIIII _ IIIIIIXIIXIII 
3/131 -----3/121 ---- O/6r ---------2/121 8/43 

シュート PF奪取 PF 

No 1P 2P 3P 4P 1P 2P 3P 4P 

2 ぷ1/1

3 

4 X_ 1/1 ，. 1/1 / 
5 

6 

7 / 
8 

9 I~ 1/2 I 0/1 / 
10 

11 X 1/1 / 1/1 
12 X 1/1 X 1/1 
13 ノ0/1 ~X 1/2 
計 3/4 3/4 0/0 2/4 2 2 O 5 7 

計 8/12 計 9 7 

111計13 セイブ%13/(13+8)=13/21 
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退水を獲得した場合には、 20秒間 1人少ない状態

で攻撃でき、ペナルティスローを獲得した場合に

は、キーパーと 1対 1でのシュートが与えられる。

結果と考察

1 .速報データについて

(1)各試合の速報について

表3は、 2次リーグにおける AUS対lPNの速

報用紙である。このゲームは、戦評に示す通り

AUS優位と思われた試合であった。しかし、 lPN

が前半リードしてもう一歩で逃げ切れるゲームで

あったが、結局引き分けで終了した。攻撃回数は、

AUSが43回、lPNが48回でやや lPNの方が多か

った o シ ュー ト成 功率は、 AUSが8/

28 (28.6%)、lPNは8/12(66.7%)であった。こ

れは、少ないチャンスをものにした lPNが健闘

した原因のひとつと考えられる。個人別にシュー

ト成功率を見ると AUSの6番の選手の確立が0/

?と低かった。奪 PF数は、 AUSの 7に対して

lPNが9であった。その中でも lPNの13番の選

手が 3つ獲得していた。キーパーセイプ率は、

AUSのゴールキーパーの1/9(11%)に対して、

lPNは13/21(62%)と高い値であり、ゴールキー

ノfーの活躍も健闘のひとつと考えられる。以上の

ような速報用紙を60試合に渡って作成し、観客及

び各チームに配布した。

(2) 個人選手のランキングについて

表4は、個人選手の得点{シュート成功率)、奪

PF、キーパーセイプ率のランキングをそれぞれ10

位まで示したものである。最多得点の選手

(HUN)は、 8試合で27点をあげた。またシュー

ト成功率は47%であった。最高シュート成功率の

選手 (AUS)は、得点 2位の選手で67%であっ

表3 ゲーム分析速報用紙
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育キャップの日本は...ォースト，リアを相手に.1.い切・9たa衡を昆闘した.攻ーーでは

思えてフロー，ーを置かず‘プレーヤー会員がカヲトインt-&IIJ返しながら、何とか迅*t-

取ろうという~Lζの~.が耳申告費し、分ø:いオーストラリアのデイヲιンスのat-D
カでぶちi!l.，て、チャンスt-a....W.，た.またデ-(7品ンス国では、衡し〈取り入れたヂイ

ヲ且ンス軍基9をこの大~.合で作用した.通常のゾーンデイヲ品ン^をやや夜軍事寄せたもので
あるが、これがうま<tI飽し、オースト，リアのJ.tSをうま〈かわした.

個 Aの飾11の骨錨

自キヤフプオースト，リアのN0.2Vースヂンは、不調に終わq たエー^の代伎を8め‘ 3

.<1.を上げる治思をした.

膏キヤヲプの目;本のNo.1ホ谷選手は、外国人キーパーと比べると体力的なハンディは、明

らかである.しかしその水谷が今日ほど大畠〈見えたことはない.ォー^ト，リアのミドル

シュートをことごと〈止め、ま替に日本チームの守11神としての役割を十分に.たした.

6296というfII常に高いセイピングqI由時・自の活担を物信号ている.1i3Iじ<No.13住811l手も

今日の大政織の立役者と曾える.巨漢のオーストラリア選手に集散にカットインt-~み、針
3つのメジャー77ウルをG!.，た土、自らも同点に追いつ〈ペナルティシ品ートを決める僧

周をした.

且盆よflD4
白キヤフプのオー̂ ト.， 'Jアは.日本の先制パンチを喰らい‘ F事畠足立唖てしまーた.M

3ピリオドにいヲたんは量2・ましたが.再び'.終ピリオドに追いつかれ、オースト，リアには

a置い事1&分けとなヲた.

膏キヤフプの日本』主、@合力で上回るオースト，リアに対して引畠分ける犬猿胞をよげた.

omlは‘訴しいヂ47ι ンス体Itを取り入れるなど日本の績極的な婆鯵にあると思bれる.

また、耳taに闘して也、オースト，・J アの穫をつ〈作aを展闘し.~合開始後 3 i1R~・ø t
上げるなど、今日の日本チームには縛風由旬kいたと曾える.B本チームの実力は砲事Eに上がー

でいることを繍貝の観客の前で示したわけであるので.明日g.~li華々の健闘を締りたい.
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表4 個人ランキング一覧表

く得点(シュート成功率)ランキング>

Rank Name Country Goals Shots % Played 

1 ペーテル HUN 27 57 47% 8 

2 トーマス AUS 24 36 67% 8 

3 デヤンサピッチ YUG 23 42 55% 8 

3 ウラジーミルカラプトフ RUS 23 43 53% 8 

5 ヲ1レギャングワイゴ USA 22 52 42% 8 

6 デュシェ FRA 21 45 47% 8 

7 シムスク SVK 19 55 35% 8 

7 エフゲーニジリャエフ KAZ 19 53 36% 8 

9 イレクジンヌロフ RUS 18 48 38% 8 

9 クオンオギル KOR 18 42 43% 7 

<奪PFランキング>

Rank Name Country PF received Played 

1 フルピオジマルチレ ITA 42 8 

2 ウラジーミJレカラプトフ RUS 35 8 

3 ネナドヴカニッチ YUG 34 8 

4 ウラジミールプヤシノピッチ YUG 28 8 

5 モルナールタマース HUN 26 8 

6 ベネ HUN 25 8 

6 ゲルベンジルピス NED 23 8 

8 デュシェ FRA 22 8 

9 トーマスチェルトピティス KAZ 21 8 

10 中嶋崇光 lPN 19 8 

<キーパーセイプ率ランキング>

Total shots 
Rank Name Country Saves save % Played 

on goal 

1 コパーチ HUN 44 / 64 69% 8 

2 ショーンノーラン USA 35 / 61 57% 8 

3 J、ミレ HUN 39/72 54% 8 

4 アレクサンドルシュベトフ KAZ 67 / 127 53% 8 

5 クラウディオカルオシ ITA 34 / 68 50% 8 

6 ホォン.X CHN 30 / 62 48% 8 

6 水谷真大 lPN 56 / 117 48% 8 

6 リ.B CHN 40 / 84 48% 8 

9 ドラガンヨヴァノピッチ YUG 44 / 93 47% 8 

10 ピイルヘルムスヘルミューレン NED 57 / 125 46% 8 



調・榎本・鈴木・甫・藤本・高木・若吉・原:水尊厳におItるデータ速報システムげーム分析ーl妨年福岡ユニパーシアードについてー 65 

た。最多奪PF数の選手(ITA)は、 8試合で42個

のPFを奪った。最高キーパーセイプ率の選手

(HUN)は、 69%であったo 各ランキングとも、

上位チームの選手が目立つた。

2 .本大会のデータからのゲーム分析

大会終了後にチーム別の集計を行うことによっ

て、本大会における各チーム毎の特徴が明らかに

なった。分析項目の中から、シュート数、シュー

ト成功率、奪PF数、キーパーセイプ率に関して比

較検討を行った。

(1) シュート数について

表5にチーム別のシュート数(1試合平均)を

示した。シュート数は、 19.9(JPN) --29.6本

(HUN)であった。シュート数が多いチームは上

位に目立つたが、 JPNのように中位の割に少ない

チームもあった。

(2) シュート成功率について

表5に各チームのシュート成功率(1試合平均)

を示した。シュート成功率は23.7(CAN)--47. 9% 

(YUG)と大きな差があったo JPNはシュート数

が19.9本で16チーム中最少であったが、シュート

成功率が46.5%と2番目であった。これは確実に

シュートをして確実に得点を獲得したことになる。

シュート成功率の高さは、上位チームに目立つた

が、 ITA、JPNのように順位の割に高いチームも

あった。高木らの研究叫こよると1985年のユニバ

ーシアード神戸大会では、シュート数は 1試合に

26.9本、得点は11.7点、シュート成功率は43.5%

であったo 本大会のシュート数は25.0本、得点は

9.3点、シュート成功率は37.0%であり、いずれも

神戸大会より低い値を示している。この理由には、

ディフェンス面の強化やルール変更などの影響が

考えられる。

(3) 奪 PF数について

表5に各チームの奪PF数(1試合平均)を示し

た。奪PF数は、 4.7(BRA) --11.0回 (YUG)

であった。下位ほど少ない傾向にあったが、中位

に少ないチーム (KAZ) と上位に多いチーム

(YUG、HUN)があった。得点パターンなども分

表5 各チームのシュート数、シュート成功率、奪PF数、キーパーセイプ率(1試合平均)
(SD) 

順位チーム名 シュート数[本] シュート成功率 [%] 奪 PF数[回] キーパーセイプ率[%]

1 YUG 26.0(3.2) 47.9(11.8) 11.0(4.7) 42.304.9) 

2 HUN 29.6(6.8) 39.7( 7.2) 10.4(5.7) 61.002.4) 

3 AUS 26.9(3.6) 45.6(10.6) 7.9(3.8) 38.009.8) 

4 RUS 25.9(3.8) 39.6( 7.5) 8.1(3.1) 46.904.1) 

5 FRA 24.3(3.7) 37.6(12.3) 7.1(2.4) 43.305.6) 

6 NED 25.5(5.8) 34.3( 7.0) 9.3(2.5) 47.703.7) 

7 KAZ 26.1(5.9) 30'1( 8.5) 5.1(2.5) 52.8(11.8) 

8 ITA 27.3(6.7) 41. 7(17 .5) 8.4(3.9) 49.607.4) 

9 USA 23.9(4.3) 31.4 ( 9.1) 6.5(2.7) 47.306.4) 

10 JPN 19.9(3.8) 46.503.2) 8.40.8) 49.604.6) 

11 SVK 23.5(4.4) 31.400.6) 7.5(2.9) 35.0(26.8) 

12 CHN 23.9(6.9) 33.003.2) 5.9(2.6) 47.6( 9.4) 

13 BRA 23.8(5.5) 34.3(14.4) 4.7(2.0) 39.109.3) 

14 GRE 29.3(7.7) 34.1(10.2) 8.7(0.8) 38.1(11.6) 

15 KOR 20.5(5.3) 37.4( 8.0) 7.2(2.1) 36.2( 7.7) 

16 CAN 22.5(4.1) 23.702.6) 5.5(2.1) 41.3( 6.7) 

Ave. 25.0(5.5) 37.002.4) 7.7(3.4) 45'1(16.1} 



66 九州体育・スポーツ学研究第11巻第1号平成9年3月

析して、奪PFがそのチームの攻撃パターンであ

るのかなども分析する必要がある。また、高木ら

の研究6)によると1985年の神戸大会の 5試合を抽

出した結果、奪PF数と類似の内容を示す退水出

現数は17.8回(1試合平均)であった。 1チーム

当たりの退水獲得数で見ると8.9回で、本大会(1 

試合平均7.7回)の方が1.2回少ない結果であった。

これは、分析対象試合数の違い、その後のルール

改正(1991)、攻撃パターンの相違、レフェリーの

判定基準の差異などからくるものと思われる。

(4) キーパーのシュートセイプ率について

表5に各チームのキーパーセイプ率(1試合平

均)を示した。キーパーセイプ率は、 35.6(SVK) 

.......61.9% (HUN)であった。上位でも低いチーム

(YUG、AUS)と中位でも高いチーム(KAZ、ITA、

JPN)があった。これは、もちろんキーパ一個人

の能力と考えられるが、それに加えてディフェン

ス力も加味されていると考えられる。

3 .速報データに関する問題点

分析項目が基本的な内容であり、水球に詳しい

観客には物足りなかったと思われる。また、今回

の目的は、観客へのサービスであったが、各チー

ムの作戦立案の際にも利用できるデータ作りが必

要ではないかと考えられた。このため、大会後に

分析したチーム別の特徴などのデータを大会期間

中に、提供していく必要があったと考えられる。

まとめ

本研究の目的は、福岡ユニバーシアード大会

(1995年)水球競技におけるデータ速報システムの

概要を述べ、後に行った分析により各チームの特

徴を明らかにすることである。対象ゲームは全60

試合で、シュート数、シュート成功率、パーソナ

ルファウル、ゴールキーパーのシュートセイプ率

などを分析した。

ゲーム分析の結果は、戦評を加え速報用紙とし

て、各ゲームの終了20.......30分後に観客に配布した。

また、各ゲームのデータを集計して、個人ランキ

ングを発表していった。これにより、観客はより

興味を持って試合を観戦することができたのでは

ないかと思われる。

大会後は、各ゲームのデータ(シュート数、シ

ュート成功率、パーソナルファウル奪取数、キー

パーセイプ率)を集計して、各チームの特徴を分

析した。上位チームほど、各データ値は高い傾向

にあった。しかし日本チームのようにシュート数

は少ないが、シュート成功率が高いチームがある

ことなども明らかとなった。

本研究の分析の実施にあたっては、ユニバーシ

アード福岡大会水球競技の競技役員ならびに日本

水泳連盟水球競技科学研究部の協力を得た。ご協

力をいただいた方々に、深く感謝いたします。
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テュニジア共和国のスポーツ制度および体操競技発展の軌跡、

一現地における体操競技指導を終えての報告ー

桑野 勝(久留米総合スポーツセンター公社)

平田哲史(福岡教育大 学)

厨 義弘(福岡教育大学)

Le Systをmede Sport et l'histoire de la Gymnastique en Tunisie 

Masaru Kuwanol)， Tetsushi Hirata2
) 

and Y oshihiro Kuriya 2) 

Resume 

Entre 1985 et 1987， j'ai eu l'exp白色nced'etre un entraineur de gymnastique en Tunisie， elu et 

envoye par la “]apan Overseas Cooperation Volunteers". Donc， ce rapport est fonde sur mon 

experience personnelle et retrace le systeme de sport et les grandes etapes du developpement de la 

gymnastique en Tunisie. 

En fait voici le resume de ce rapport: 

1) La gymnastique en Tunisie (comme etant un entrainement pour le militaire) 

a commance vers le milieu du dix-neuvieme siec1e. Ensuite， vers la fin du meme siec1e (1884)， la 

gymnastique aux ag時sa commence d'organiser. Ceci est du a l'influence des francais immigres en 

Tunisie. 

2) Pendant la premiere guerre mondiale， et a partir de 1'930 la gymnastique tunisienne a et吾

stagnante. 

3) La premiere organisation de gymnas坑tiqu悶1肥e

forme 1931. . 
4) A la suite de la deuxieme guerre mondiale et jusqu'a 1956， la tunisie a ete en etat de rec1amer son 

independence， ce qui a immohilise la gymnastique. 

5) Une fois l'independance acquise， le bureau tunisien de la jeunesse et du sport a fait sa solidarite 

avec la federation tunisienne de gymnastiqe. leurs efforts se manifestent sp吾cialementen 1970: ou 

il y a eu une grande vague de modernisation， entre autres l'etah1issement de quelques ecoles pour 

former des sportifs selectionnes. 

1) Kurume Sports Center Puhlic Corporation， 173 Higashikushihara Kurume-shi， Fukuoka 830， ]apan 

2) Fukuoka University of Education， 729-1， Akama， Munakata-shi， Fukuoka 811-41， ]apan 
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1 .はじめに

政府の海外開発援助の一つに「青年海外協力隊J
というのがある。これは、外務省の外郭団体であ

る「国際協力事業団」の一事業である。 1965年に

開始され、すでに31年目を迎える。

テュニジア共和国に対する協力隊の派遣は1975

年に始まり、 1993年度までの累計で179人にのぽ

る川。体操競技の指導員の派遣は 5人目となって

いた。すなわち、ここで紹介するテュニジア共和

国は近年に独立を果たした開発途上の国である。

ところで、わが国における諸外国の体育・スポ

ーツの紹介や研究は、一般に競技水準の高い国か

先進国と言われている国々の場合が多い。テュニ

ジア共和国は独立当初から、旧宗主国フランスの

制度をそのまま継続するかたちで発展してきたが、

最近独自の制度を整えつつあり、大変興味深いも

のがあるo

本報告は、 1985年から1987年の約2年半の協力

隊活動(体操競技の指導)と、その後1994年まで

で、計3度にわたるテュニジア訪問でえた資料を

もとに、この国のスポーツ制度と体操競技発展の

軌跡を述べたものである。

2 .テュニジアのスポツ事情

テュニジア共和国はアフリカ大陸の最北端に位

置し、日本の北陸あたりと同緯度に位置する。面

積は16万4千154knT (日本の九州と四国を合わせ

たほど)、人口は870万人(1994年調査)の、近年

に独立を果たしたアヴプ圏の国である。 6)北およ

び東は地中海に面し、南はサハラにつづいている。

首都テュニスの郊外にはカルタゴやローマ時代の

遺跡が数多く残され、古来より高度な文化が栄え

たことを物語っている。現在はイスラム教国で政

治・文化面ではトルコとフランスの強い影響が見

られる。

この国の競技シーズンは秋から春にかけての半

年余りで、サッカーが他のアラプやアフリカの諸

国同様に主に盛んに行なわれている。サッカーを

含めてスポーツ活動は、最近日本でもいわれるよ

うになってきた「総合型地域スポーツクラプJが

主で、その他には企業の主催する単一種目型クラ

プが見られる。総合型地域スポーツクラプは、サ

ッカーその他の競技の試合の収益金や、行政の援

助で運営されている。また、学校にもスポーツク

ラプがあるが、日本と違って競技力の面では見る

図 1 青年スポーツ省とスポーツ活動

Niveau 
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国レベル
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地方レベル
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べきものはない。この国ではもともと、ス íJ~ーッ

は地域のスポーツクラプでやるものだという考え

が強いようである。

テュニジアの諸制度は、旧宗主国であるアラン

スの影響を強く受けている'"。スポーツも例外で

はなく、以前はフランスとよく似た制度になって

いたが、最近では特に学校体育の重視などが政策

としてあげられるようになり、独自の1lirl!立を生み

出している。

この国のスポーツ活動を統括するのは背年スポ

ーツ省 (Ministerede 1a jeunesse et des sports) 

で、学校の教科体育から、 流競技者のスポーツ

活動に至るまで、当国の体育 ・スポーツ活[VJの全

般にわたり 、指導・監督 ・援助を行っている九こ

の省には十九の迎盟が登録され (1986年現在)活

動している。(陸上競技・バスケットポーノレ・ペタ

ンク ・ボクシング ・サッ均 一-レスリング ・水泳 ・

ラグビー ・野球 ・体操競技 ・柔道 ・バレーポール ・

テニス ・ チェス ・ フェンシング ・ ~手 ・ 卓球 ・ ウ

エイトリフティング ・ハンドポーノレ)

それぞれの連盟はナショナルチームや地方選抜

チームを持っており、昔年スポーツ省はナショナ

ノレチームや地方選抜チームにコーチを派逃したり、

補助金を出したりして連銀を援助している問。背

年スポーツ省と連盟の関係をまとめたものが図 l

である。

ブショナノレチームの競技者は、全国から選抜さ

れた優秀なスポーツマンで構成される。チームの

選手術成は、国内の試合結果やテストなどによっ

てたえず剥墜されている。また、 illBHlはジュニア

ナショナノレチームの管理運営も行なっている。ジ

ュニアナショナノレチ ムは、全国から選抜された

将来をrj属望される年少競技者で構成されている。

首都テュニスに集められたこれらの年少競技者は、

主に国立スポーツ学校 (Eco1esportive) や、中

学 ・高校に設けられた体育科に編入され、学業と

図2 W年スポーツ省地方際とスポーツ活動

Service regional de jeunesse et des SpOI出.，'f年スポーツ省地方目黒
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ともに各々の専門競技の練習を行っている。また、

普通の小中学校に通う優秀な競技者に対しては、

そのこどもの練習に有利になるような学業時間割

りを作ったり、クラスを変更させたりするなど非

常に柔軟な対応をしている。このように、青年ス

ポーツ省と教育省が連携しながら競技者の養成が

行われている。

青年スポーツ省には21の地方課があり、地方ス

ポーツ連盟に対して地方コーチの派遣や資金の援

助を行っているo さらに同課は地方選抜チームに

所属する優秀な児童生徒に対しても、ジュニアナ

ショナルチームと同様に、学業と専門競技の練習

が両立できるように様々な便宜をはかっている。

また、同課は学校体育教師の管理も行っており、

いわば社会のあらゆる場面におけるスポーツ活動

の、地方レベルにおいての中枢となっているo 青

年スポーツ省地方課の組織は図2の通りである。

ところで、この国のスポーツ制度には、わが国

には見られない非常に興味深い制度があるo 図2

の網かけ部分で示したスポーツ振興部(Centrede 

promotion)とスポーツスクール (Ecoles de 

sport)である。

青年スポーツ省のスポーツ振興部では、省が直

接に年少競技者を管理する制度がある。 5、6歳

のスポーツセンス豊かなこどもたちを集めて、省

が認めるコーチたちが実技指導を行うのである。

各専門種目に分かれており、その種目の準備的ト

レーニングがなされる。それぞれの市民スポーツ

クラプは、このスポーツ振興部に登録されたこど

もたちが、 7歳に達したときに自分たちのクラプ

に誘うことができる。この制度の主な目的は、市

民スポーツクラプの過剰な選手獲得競争を防いだ

り、過度の練習や間違った指導法によってこども

たちが障害をこうむらないように防いだりするこ

とにあるようだ。つまり、こどもたちに対するス

ポーツの指導が適正に行われるように注意を払い

ながら、ひいては将来的に優秀な競技者を育てて

いこうとする考えがこの制度に具体化されている白

次にスポーツスクールについて述べよう。これ

は学校におけるスポーツ活動を補う制度といえる

だろう o 従来、テュニジアの学校教育はフランス

に範をとってきており、学校における教科体育や

スポーツクラプは余り重視されてこなかった。わ

が国とは逆に、まず市民スポーツクラプが制度的

に整えられてきた経緯がある。ところが近年、当

国の学校においても体育の授業に力が入れられる

ようになってきた。しかし、施設や教員の不足か

ら十分な役割を果たすまでには至っていなし」特

に小学校では専科制をとっていることから、専門

の体育教師を確保するのに苦労しており、中学校

の体育教師が小学校に出向いて授業を行ったりし

ている。それでもまだ不十分なので、児童生徒は

指導者のいる学校外の施設へでかけてスポーツ活

動を行うという解決策もとっている。それがスポ

ーツスクールである。以前は希望者のみであった

が、 1987年ベン・アリ現大統領就任と同時に教育

の刷新が行われ、教育課程における学校体育の役

割が強調され、それを受けて、小学校では校内の

体育の授業と校外でのスポーツスクール(小学校

の場合の名称 Les centres du developpment 

scolaire)が義務づけられた。クラス単位でスポー

ツ種目(例えば、柔道・パスケットポール・ハン

ドポール・陸上・水泳など)や時間帯などが決め

られ、全員参加することになっている。中学校、

高校ではスポーツスクール(中学校、高校での名

称 Lesclasses de sport et etudes)は個人単位で

希望者のみが参加できるようになっている。中学

校、高校ではさらに、選抜された優秀なものだけ

が通うスポーツスクール(その場合の名称 Sport

et elites) も新設され、 2本立となっている。

以上、この国のスポーツを制度的面を中心に述

べた。独立当初から旧宗主国フランスに範をとっ

てきたスポーツの制度も、施設や指導者の不足な

どの問題を解決しながら、近年この国独特のもの

に変化してきているようである。当国は、 1956年

独立以来順調な経済発展をとげており、スポーツ

の施設や指導者養成などの諸問題については、今

後も順次整備されていくものと思われる。
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3 .テュニジア体操競技発展の軌跡

1987年にこの国では、体操競技の技の高度化に

対応するため、首都テュニスの国立スポーツ大学

「カサルサイト学院Jに圏内最大の体操練習場を新

設した。今まで圏内では見られなかったピット、

ロージェ、タンプリングフロア、トランポリンな

どの新しい補助器具が備えられ、安全に高度な技

を練習できるように考えられている。大学の授業

以外では現在、連盟主催のナショナルチームがこ

こで練習を行っている。ここではまた、各地方の

選抜チームを集めて合同強化合宿も行われるなど、

競技力向上の中心的役割を果たしている。

このような施設の充実とは別に、技術に関する

情報の提供も連盟の大事な事業である。海外から

コーチを招待し、圏内のコーチを集めて技術講習

会を行うなどしている。また、テュニジア体操連

盟主催の「テュニス国際体操競技大会Jが毎年開

催(第 1回大会は1978年)されている。参加国は、

ソ連(当時)、プルガリア、ルーマニア、中園、ポ

ルトガル、イタリア、アルジエリア、テュニジア

などで、圏内の選手、テュニジア人コーチに多く

の技術的情報をもたらしている。

このような現在の状況に至る当国体操競技界の

軌跡を、資料をもとに報告してみようと思う o こ

の国の体操競技史は、わが国とほとんど同時代に

始まっていながら、現在の競技レベルには大変大

きな隔たりがある。その違いについて非常に興味

深く感じられたのが、そもそもこの報告の大きな

理由である。

テュニジアにおける初めての体操競技愛好者の

グループは、 1884年に創設されている。代表者が

フランス人Mr. proustという以外詳細は

不明である九

19世紀の北アフリカ諸国は、アジア地域と同様

に西欧列強の干渉による著しい変化の時代であっ

た。プランスのアルジエリア征服、オスマン帝国

のリビア征服の後、両国に挟まれたテュニジアの

支配層(当時は王政)は、列強による干渉に対し

て近代的改革の実施によって事態をのりきろうと

した。アフマドー・ベイの治世 (1837一55年)に

王権の強化、中央集権化をすすめ、経済活動への

国の介入を強めるとともに、義務兵役制による常

備軍の新設(フランス人士宮による訓練)、士官学

校の新設などが行われた九これにより軍隊の教

錬の内容として、テュニジアに体操がもだらされ

るが、体操の内容については不明である。 19世紀

の中期以降、列強の干渉はさらに強まり、近代化

政策を進めざるを得なかった当国は、財政支出と

資材輸入が増加し金銀の流出、外債の累積をまね

いた。さらに外国の干渉に反対するー授が起こる

など事態の収拾がつかなくなり、 1869年にイギリ

ス、イタリア、フランスの 3国によって財政の共

同管理体制がしかれた。その後、 1878年のベルリ

ン会議(ヨーロッパの列強が集まり領土問題が話

し合われた)の開催時に、フランスは交渉により

テュニジアにおける行動の自由を他国に認めさせ

た。続いて1881年にフランスはパルド一条約をテ

ュニジアにおしつけ、その主権を奪ってしまった。

ここに保護領(国際社会において自立する能力は

ないが、内政については自治の権能を持っている)

としてのテュニジアの地位が確定したl九

先にも述べたが、この国で最初の体操競技クラ

プが1884年に発足している。体操競技の世界的動

きとしては、 1881年に国際体操連盟 (Federation

internatinale de gymnastique)が設立され、本部

をジュネープに置き活動を開始している。

テュニジアでは、 1890年代に入り、次々とクラ

プが設立された。その原因は当国在住のフランス

人のクラプ設立と、それによって刺激されたテュ

ニジア人の上流階層のクラプ設立である。そして

1897年にはフランスはルーペで行われた国際試合

(大会規模などは不明)に参加を果たし、同国の体

操競技団体の存在を国外へ知らしめている。その

後2、3年に一度はフランス、イタリア、ベルギ

ーで行われた国際大会に出場したと記録にあるが、

当時圏内の統一団体はなかったようなので、クラ

プ単位で自由に参加していたのではないだろうか。

1912年、この年は首都テュニスにおいて「国際

的連盟の集いJ(Une fete federale inter-
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nationale}が開催され、ヨーロッパを中心に世界

各国から388のクラプが集まったとされている九

しかし、当国のこのような活動も首都テュニスと

その近辺のフランス人と上流テュニジア人によっ

てなされたにすぎない。

いずれにせよ順調に発展するかに見えた当国の

体操競技は、 1914年第一次世界大戦が始まると、

その活動は停滞せざるを得なかった。ヨーロッパ

社会にとって大きな痛手となった同大戦は当国に

とっても同様であった。政治・経済はまったく沈

静状態で、スポーツの発展にとっても障害となっ

た。特に保護領であるこの国では、戦後のフラン

スの植民地支配の再編に反発する活動が活発にな

り、政情不安をまねきスポーツはますます沈静化

していった。

第一次世界大戦の戦後処理も終り、表面的には

政情不安もなくなってくると、再び体操競技クラ

プも活動を開始するようになるo 1930年代に入る

と、やっと当国の体操界も新しい動きが見えるよ

うになる。 1931年、当国在住外国人やテュニジア

人らによるテュニジア体操連合 (L'union des 

societes de gymnastique de tunisie)が結成され、

圏内のクラプを再編し、全国大会も開催されるま

でになった。 1930年代は北アフリカ選手権などで

入賞者を出すなど幻第一次世界大戦の後遺症から

立ち直り、安定期を迎えたところであった。

ところが、社会情勢は1930年代後半になってす

でに騒然としてきており、ついに第二次世界大戦

が始まると、マグレプ諸国は他国の戦争に巻き込

まれる形で、直接戦火にさらされることとなる。

リビアにおいて枢軸国側と連合国側の攻防の後、

劣勢に立った枢軸国側の北アフリカ撤退作戦によ

るテュニジア侵入のため、 1943年 1月から約半年

問、全土が戦場となった 11)。

1945年、連合国側の勝利で平和が戻ってきたも

のの、テュニジアがフランスの保護領であること

に変わりはなかった。しかし、戦後の植民地再編

ではフランスの威信もすでに低下しており、結局

フランス連合加盟国の地位を与えられた。

1947年から1956年(独立の年)までのこの時期

は、テュニジア人を中心にクラプ数と登録選手数

が年々増加し、新しい名称の選手権大会が次々に

現れるなど、今まで沈滞していた体操界も今まで

に無い発展が見られた九再び国際大会への参加

も果たすようになり、特に全プランス選手権には、

フランス連合加盟国の一員としてたびたび出場す

ることとなった。

1956年3月20日、この国はついにフランスから

独立する。この年の 7月、体操競技の統一機関で

あったテュニジア体操連合(L'uniondes societes 

de gymnastique de tunisie)の名称を独立ととも

に、テュニジア体操連盟 (Federationtunisienne 

de gymnastique)と改めている。そして、青年スポ

ーツ省の多大な援助で、体操競技は急速に圏内に

普及して行った。この時期体操競技に限らず多く

のスポーツ種目が、特に青少年層に普及していっ

た九これは、独立を果たした共和国政府と大統領

が、政策としてスポーツを奨励したことと、学校

教育の整備による学校体育の実施が主な理由と思

われるo

独立の翌1957年、国際体操競技祭(大会規模な

ど不明)を首都テュニスで開催、同年ベイルート

でのパンアラプ大会に出場するなど、活動は活発

であったものの、ナショナルチームとしては見る

べき成績を残せず低迷していた。

このころ圏内では、銀行その他の固有化、外国

系私企業に代わる公社制度の拡充など、国家事業

部門の強化がはかられていた。しかし、圏内のイ

ンフラの整備と教育の充実とは裏腹に貿易収支は

悪化し、外国からの援助の依存度は高くなってい

った。この時期政府は西側東側を問わずどの国か

らであれ、援助を受ける事を余儀なくされ、新西

欧政策、テュニジア的中立外交と呼ばれるような、

この国独特の政治的特徴を形作ったのである1九

体操競技においてもフランス、イタリア、旧ソ連、

プルガリア、中国などの指導者を受げ入れてきた。

(日本人体操競技指導者の受け入れは1976年から)

そのかいあって、経済的には厳しい圏内状況であ

ったが、体操競技では地中海大会(1967年)、マグ

レプ選手権大会(1968年)で入賞するなど徐々に
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成績を残せるようになってきている。

1970年、この国ではスポーツのエリート競技者

養成がスポーツ省の政策として掲げられた。テュ

ニジアのスポーツ事情として先にも述べたが、早

期専門教育の実現のため、国立スポーツ学校

(Ecole sportive)が首都テュニスに創設された。

各地の優秀な年少競技者を集めて学業と専門競技

の練習ができるようにしたのである。また、これ

に加えて体操競技連盟は、連盟の管理するスポー

ツ科を全国の主な都市の中学、高校に新設し競技

者養成を試みている。

このようなスポーツ省や連盟の管理運営による

競技者養成の制度づくりは、わが国には見られな

い方法である。わが国も含め、どこの国において

もエリート競技者に対する援助は大なり小なりあ

ろうが、この国では、少ない施設、少ない指導者

を合理的な組織で最大限に活用して、エリート競

技者の養成を目指しているように思われる。競技

者の選抜と合理的選手養成制度は、この国の体操

競技界の大きな特徴であろう o

4 .まとめ

テュニジア共和国における体操競技の指導を終

え、今日のテュニジアのスポーツ制度と体操競技

の発展の軌跡について報告した。

19世紀末に始まったこの国の体操競技は、当時

の在住外国人のクラプから始まり、それに刺激さ

れたテュニジア人の上流階層のクラプ設立と続き、

順調に組織化されつつあった。 いかんせんフラン

スの保護領と言う事もあり、テュニジア人の主体

的な圏内組織づくりではなかった。やがて第一次

世界大戦が始まると競技活動は沈静化し、しかも

戦後は、フランスの植民地再編へのう号ュニジア人

の反発から政情不安となり、競技活動は1930年代

まで停滞せざるを得なかった。 1931年、この国で

初めての体操競技の統一組織である「テュニジア

体操連合Jが結成されたが、世界は再び戦争へと

向かい、ついに第二次世界大戦が始まると、この

国は直接戦火にさらされることとなった。戦後は

フランス連合加盟国として出発し、体操競技にお

いても国際大会への参加を果たすようになった。

1956年、この国はついに独立した。それにともな

って「テュニジア体操連合jは「テュニジア体操

連盟」に名称変更し再出発となった。

独立後は青年スポーツ省が積極的にスポーツの

普及を図ったため、体操競技も急速に圏内に普及

した。この国では、フランスの諸制度を多く受け

継いでいるが、青年スポーツ省もそのうちの一つ

で、現在もこの国の体育・スポーツを統括し、教

育省や各競技連盟と連携し、合理的選手の養成制

度を作り、積極的に選手養成を行っている。また、

最近では学校教育における教科体育に力を入れ、

スポーツ・スクールと呼ばれる制度を作るなどし

て、それまで立ち遅れていた学校体育の普及に努

めているo

以上のようなこの国の学校体育や市民スポーツ

活動は、その始まりから常にフランスの影響を受

けてきたが、近年の中立外交政策からや、「少ない

施設少ない指導者jなどに対する解決策から、こ

の国独自の制度が整えられつつある。

最後に、今回の報告では資料収集の不足からま

だ不明な点が多いが、機会あるごとに資料を収集

し、詳細について深めていきたいと思う o
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